
pmMTA}c VMZ— 的呂呈 Tz 呈 Tm 使用説明書 


カメラの正しい操作のため、ご使用前に必ずこの使用説明書をご覧ください。 























はじめに 

このたびは、ペンタックカメラ MZ - S をお買い上げいただき誠にあ 
0びとラございます。本製品の機能を充分活用していただくために、 
ご使巧になる前に本書をよくお読みください。また、本書をお読み 
になった後は必ず保管してください。使巧方法びわか5なくなった 
0、機能についてもっと詳しく知りたいときにお役に立ちます。 
この説明書で使用している作例写真は、必ずしもこの力^ラで撮影 
したちのではあ0ません。 


本機の特徴について 


MZ-S には、な下のよ5な巧粗!びあ D まず。 

-マグネシウム合金により堅を性を高めたボディー 
• 目点測距の SAFOX vn を搭載。ファインダー网こある日点の測距点 
で、撮りたいものび中央になくても自動でピントを調整。また、任意 
の位置で測距点を固定して撮影可能 
• 最高速1/目日日日秒シャッター速度の搭載 

• 1コマごとの撮影データ（シャッター速度、絞り値など)をフィルム 
に印字可能 

• カメラ上部を傾斜させたことにより視認性と操作性の向上 



r 林悟の稱密 J (有料） 

ずぐに役立つ写真の基礎知識 

霞出の仕組みや光の測0方、ピントの含わせ方な 
ど、写真の基礎を豊富なイラストと作例でわかりや 
すく解説しています。 

ペンタックスサービス窓□•ペンタックスフアミ 
リーまたは最寄の力^ラおでお買い求めください。 


rPENTAXJ rSMCJ は旭光学工業株式会社の登録商標です。 










カメラをまをにおほいいただくために 


この製品の安全性については充分ミ主意をもっておりますび、下記マークの巧容に 
ついては特にミち意をしてお使い < ださし、。 


A 警告 


このマークの内容を守5なかった場含、使用者び重大な 
傷害を受ける可能性びあることを示すマークです。 


A を意 


このマークの内容を守5なかった場合、使用者び軽傷ま 
たは中程度の傷害を受けたり、物的損害の可能性びある 


ことを示すマークです。 


{\)禁止事項を表すマークです。 
A ま意を促すためのマークです。 


A 警告 


カメラを分解しないでください。カメラ内部に高電圧部びあり、感電の危険びあ 
ります。 

落下などにより、力;><ラ内部が露出したときは、絶対に露出部分に手をみれない 
でください。感電の危険びあります。 

&ス トラップび首に巻き付くと危険です。ルさなお子様びストラップを首に掛けな 
いよラにごミ主意ください。 

ご)望遠レンズを付けた状態で、長時間太陽を見ないで<ださい。目を痛めることび 
あります。特に、レンズ単体では、失明の原因になりますのでご注意ください。 
^ 電池は幼児の手の届かない所に保管してください。万一、電池を飲みこんだ場合 
は、直ちに医師にご相談ください。 


レ王意 

(\)電池をシヨートさせたり、火の中に入れないでください。また、分解や充電をしな 
いでください。破裂•発乂の恐れびあります。 

/ K 万一、カメラ内の電池び発熱•発煙を起こしたときは、速やかに電池を取り出して 
ください。その際は、やけどに充分ごミ主意ください。 


〇 








取 0 扱い上のを意 


◎巧れ落としに、シンナーやアルコール•ベンジンなどの有機溶剤は使用しな 
いで < ださい。 

◎高温を湿の巧は避けてくださし、特に車の中は高温になりますのでご注意 
<ださい。 

◎防虫剤や薬品を扱う丽ま避けてください。また、カビ防止のためケースから 
出して、風通しの良い巧に保管してください。 

◎ このカメラは防水カメラではありませんので、雨水などび直接かかるとこ 
ろでは使用でさません。 

◎強い振動•ショック•圧力などを加えないでください。オートバイ•車•船な 
どの振動は、クッションなどを入れて保護してください。 

◎約60むの高温では液晶表示び黒くなることがありますが、萬温に戻れば正 
常になります。 

◎ 低温下では、液晶の表示応答速度が遅くなることちありますび、これは液晶 
の性質によるもので、故障ではありません。 

◎ レンス、ファインダー窓のホコリはブ□ワーで吹さ飛ばし、きれいなレンズ 
ブラシで取り去ってください。 

◎ マク□レンブや望遠レンズを使用したときは、ファインダーの上部びミ 
ラー切れによって暗くなることびありますび、撮影した写真には影響あり 
ません。 

◎ 高性能を保つため、1〜2年ごとに定期点検にお出しいただ<ことをお勧め 
し Ct ^ 〇 

◎ 長期間使用しなかったとさや、大切な撮影(結婚式、旅行など)の前には、必ず 
試し撮りをしてカメラび正常に機能しているかを確認してください。 

◎急激な温度蜜化をちえると、カメラの内外に水滴び生じます。力^ラをバッ 
グや ビニール 袋などに入れ、温度差を少なくしてから取り出して < ださい。 

◎ 力;^ラの使用湿度範囲は-1 CT C 〜巳 0" C です。 

◎ ゴ S やミ旧•砂•ホコ U •水•有害ガス•塩分などびカゾラの中に入5ないよラ 
にご注意ください。故障の原因になります。雨や水滴などが付いたときは、 
よく拭いて乾かしてください。 


〇 



まな付属品のお認 



ファインダーキャップ 電池 



•使用説明書(本書） 

•保証書 

•ペンタックスフアンクシヨンカード 


〇 
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各部のを敬 


Tv 才ートボタン 

露出モードのプ□グラム、絞り優先への復帰（蜡 = p .己 S )、 

フイルム感度の読み込み、100への復帰（幅 =■ P .39) 、 

ペンタックスフアンクシヨンのネ刃期状態への復帰（ I が P .1 1己） 


シャッターボタン 


ストラップ王角環 


電源スイッチ 



マウント指標ランプ 
l^p.16 

マウント指標 


測距点切り替えレバー • IT P. 28.81 

ファインダー内のピントを合わせるポ 
イントをオートにするか任意の位置に 
するかを設定します。 


フォーカスモードレバー 幅 == P .28、7 巨 

ピント調整を、オートフオーカス(シングル 
/コンティニアス)でするか、手動で調整す 
るかを設定します。 


レンズ取り外しボタン 



〇 


途中巻き戻しボタン 














ドライブ レバー 

ドライブモードを1コマ撮影(辟 P .26)、 連続撮影(辟 P . 己日)、多重露 
出撮影 (【が P . 己1)、セルフタイマー撮影 (【が P . 已 3) で切り誓えます。 


電子ダイヤルディスプレー腔= P .2 已 

現在の露出モードやシャッター速度、絞 
り植、スト□ボの発光状態、撮穀枚数な 
どが表示されまず。 

Tv 電子ダイヤル 
回すことで各モードや 
設定植を変更できます。 

ホットシ 

別売りの外付けスト□ボを 
セツトでさます。蜡 ^ p .98 



シンク□ソケツ 
2 P 


露出補正ダイヤル 
睐 P.68 


オートブラケットダイヤル唆 = p .己已 

一度の撮影で±1または±1/吕に露出を 
補正した写真を自動で連続撮影できます。 


測光方式レバー trp .27、71 

測光方式を分割測光、スポット 
測光、中央重点測光で切り替え 
ます。 


液晶照明ボタン幅 == p .2 己 

このボタンを押すと、電子ダ 
イヤルディスプレーに照明を 
点けます。 


AE □ックボタン t ^ p .70 

現在の露出を吕日砂間 □ ックし、 
その間に撮る写真を同じ露出で 
撮影できます。 

AF ポタン唆 = p .28 
オートフオーカスで撮影して 
いるとをに、このボタンを押す 
とピントを合わせます。 

視度調整レバー IT ' P .1 曰 


スト □ ボボタン喔= P .32、 90 

内蔵スト□ボを上に上げて発光できる状態にします。 


〇 











本書のほいかた 


本書の構がについて 

本書の構成はし^下のよラになっています。 

♦確認事項 

r 準備しましよラ」の前に、使用上の注意事項や付属品の一 K 、 各部の名称について 
説明しています。ご使用の前にお読みください。 


♦準偏しましよラ 

ご購入獲、写真を撮るまでの準備として必要な操作について説明しています。 
また、フイルムをセツトする操作について説明しています。 


♦基本的な操作をマスターずる 
-一番簡単に写真を撮る 
• 内蔵スト□ポについて 
• フィルムのきき房しと設定について 
•電池の交換について 

♦機能をフルに活用ずる 

本機の機能を、充分にご活巧していただくための各機能の詳細について説明して 
います。 

• いろいろな撮影方法について… 連続撮影、多重露出撮影、セルフタイマー撮影、 
オートブラケット撮影 

•露出設定について… 自動露出モード(プ□グラム/シャッター優先/絞り優先)の 
設定やマニュアルでの設定、バルブ撮影、露出補正の設定、 AE □ック 
-測おち式を設定ずる… 6分割測光、中央重点測光、スポット測光 
• ピント調整について… フォーカスモードの設定、測距点の設:定、手動でピントを 
調舊 

• 被写巧深度について… 被写界深度をファインダーで確認する方法や、ピント位 
置と絞りの関係について説明しています。 

♦スト□ポを使用して撮影ずる 

• 内蔵スト□ボの使用について… 内蔵スト□ボを使巧するときの発光モードの設 
定と、内蔵スト□ボについて知っておさたい事項について説明しています。 
•が付けスト□ボの使用について… 別売りのが付けスト□ボの使用方法令、 
AF 3 巨 OFGZ を使用してのノ V イスピードシンク□やワイヤレスモードについて 
説明しています。 


め 





本書の説巧について 

本書では、カメラやファインタ'一内の操作のしかたをな下のよ5に説0月しています。 







丸付を マーク 

丸付さで表示されている位置に合わせます。 

矢印 

ボタンやレノ く一を矢印方向に巧したり回します。 


ファインター內の表示 

ファインダーに表示されている状態を絵で説明 
しています。 

* ファインダー内の説明では、実際にファインダー内を 
のぞいた状態に対して、撮影情報を表おするエ U アや 
バーグラフの表示を大さくして説巧しています。実隙 
の表示状態とは異なりますので、ごを意ください。 


電モダイヤルディスプレーの表示げ態 


参ち 

操作説明に関連して知っておいて参考になる事 
項について説明しています。 

メモ 

操作手順に関連して知っておさたい事項につい 
て説明しています。 
















巧 


SET UP 

セットアップ 

準備しましよう 



写真を撮る準備 . 14 

Stepl ストラップを取り付ける . 14 

Step 2 電池をセットする . 1日 

steps レンズを取り付ける . 16 

Step 4 日付や時刻を写し込む . 18 

Step 日ファインダーの視度を調整する . 19 

Step 6 フィルムをセットする . 20 


巧 










写真を撮る準備 

ご購入後、写真を撮るまでの準備操作について説明しています。 


ストラップを取りはける 


1 ストラツプの巧端を巧護シートとスト 
ラップ S 角堤に通し、留め具の巧刷で 
固定しまず。 


ストラツプの留め具は、フイルムの途中巻戻しや 
曰付や時刻の修正に使巧します。留め具の位置は 
カメラからある程度離して取り付けてください。 



仁 も5-方のストラップ S ち廣に同様の 
操作で、ストラップを取日付けまず。 


ストラップのポケット利用ち法 

ストラップには、ポケットび付いています。この 
ポケッ N こは、ファインターキャップ、ワンタッ 
チレ U —ズソケットキャップ、ホットシューカ 
バーなどのル物を入れておくと便利でず。 











親をセットする 

1 本化ち部の電池ぶたを、回のよ3にコ 
インなどでちに回して開けます。 


^ 付属の rU チウム電池 CR 2 J 2 本を、図の 
ようにプラス(凸)を下にして入れます。 


J 電化ぶたをしコか〇巧さえ、回のよ5 
にコインなどでちに回して閉じまず。 

電池について 

-電她ま、必ず付属の U チウム電池に R2」 同等品 
を使用してください。 

-単3形電池を使巧するときは、別売りの r バッテ 
リーグ U ップ日日-1□」びあります。 

•海が旅行や寒冷地での撮該には、予備の電油を 
ご巧意ください。 

-電池の交換と使用上の注意については、「電池の 
交換について」（蜡= P.42) を参照してくださし、。 




S 马 CP 準備しましよう 


巧 












レンズを取り付ける 


1 カメラとレンズに付属してい 
るカバーをかします。 

カメラのカバーは、工場出荷時のキ 
ズやホコ U 防止巧のちのです。保管 
用には、別売りの怖ディーマウント 
キャップ KJ び巧意されています。 

左 I カメラとレンズのマウント 
指標を合わせてレンズをは 
め込み、レンズを r カチッ J と 
音がずるまでちに回しまず。 

化 

• レンズ取り付け後、レンズを左に 
回して、確実にロックされている 
ことを確認してください。 

• 暗いところでレンズを取り付け 
るときには、電源 ON にしてレン 
ズ取り外しボタンを巧すと、マウ 
ント指標ランプび点灯してセッ 
卜位置を確認でをます。 

• カメラの電源び ON の状態で、一 
部旧タイプのボディーマウント 
キャップ K をカメラに装着する 
と、マウント指標ランプび点むし 
たままになります。 




巧 


























写真を撮る準備 


3 レンズキャップを回のよラ 

にして取0かします。 


レンズの取り扱いについて 

-レンズを取り列すときは、レンズ取り外しボタンを巧しなびらレンズを左に回します。 



他社製レンズを本製品に使巧することによるき故、故障などにつさましては保記い 
たしかねます。 

カメラやレンズのマウント圃こ、ゴミや巧れび付いたり腐食び生じると、電気系の卜 
ラプルの原因になる場合びあります。巧れたときには、乾いた柔らかし佈できれいに 
ないて < ださい。 



S 马 CP 準備しましよう 




















日付や時刻を写し込む 


写真に撮霞した日付や時刻を写し込むかど5かを設定します。 


1 カメラ背面の DATE ボタンを巧し、写 
し込むデータお巧を設定しまず。 

□ ATE ボタンを巧すと、！; TF の順番で表示 
されます。 


* 於下の表示は、3001年己月1日午後2時1日分 
を例にしています。 

記号は 「 YY : 西暦下2析」 「 MM : 月」 「 DD : 日」 
「 hh : 時」 rmm : 分」をあらわしていまず。 


广 




M _ 

'0 1 5 ； 



SELECT 

DATE 

◎ oo 


ADJUST 


[YY MM DD ] 一[日] 51 ]( 国内用) 


[DD hh mm ] 一 [1 14 ：1 0] 


[. ]^曰付ゃ時刻を写し込まない 

[MM DD 丫 Y ] 一 [5 1 日] ]( 米国用) 


[DD MM 

細 


YY ]-[1 5日1](欧州用) 


曰付や時刻の写し込み 


曰付や時刻は、画面ち下に写し込まれます。この 
部分に白や黄色のおのびあると、写し込まれた文 
字び見えにくくなります。 


-曰付や時刻を修正するとさは r 曰付時刻を修正 
する」（顿 ^ P .4 日)を参照してください。 

-曰付や時刻の写し込みび薄くなった場合やカメ 
ラ側の表示び薄くなったり消えた場合には、電 
池の交換び必要です(【矿 P .44)。 

-多■重露出の場合、1枚目のデータび写し込まれ 
ます。 



巧 




















写真を撮る準備 


4=^2^ファィジダ-のぉ度を調整する 

フアインダーを視力に合わせて調整しまず。 


1 カメラを巧るいほラへ向け、巧度詢整 
レバーをちちに動かして、ファイン 
ダー 巧の 才ー トフ オーカスフレー ムの 
線が最ちはつを日見える位置に調整し 
まず。 




視度の調整範囲は、 一2 .已 m - 
トル)です。 


-+1.已-1(毎メー 



SETCP 準備しましよラ 


〇 





フィ 

このカメラでは、 

れまず。 

旧〇吕己〜己000までのフィルムび使用でさます。 


フイルムをセツトする 

フイ J レムを入れるだけでフイルム感度び自動的にセットさ 


is? 

カメラの操作に慣れるまでは、カメラにフイルムを入れないで練習することをお勧め 
します。 


• フィルム感度を自動的にセツトでをるのは、 DX フィルムです。 DX フィルム切がを使 
用する場合は、フィルム感度を設定して使用してください(蜡 =p.38)。 

• 赤がフィルムは、使巧できません。フィルム検細こ赤が光を利用しているため、感光 
の恐れびあります。 


1 裏ぶた開放レバーを下にさげ、裏ぶた 
を開宝まず。 

im 

-ご購入後初めてフィルムを入れると去は、防傷 
カバーを取りがしてくださしパ i^p.22 「防傷 
カバーを取りがず」） 

-フィルムを入れるときは、直射日光び当らない 
ところで行ってください。 



と レンズ部分をち手でしっか日持ち、 
フイルムの凸部分を下にしてカメラの 
白い巧起にしっかりと差し込みまず。 
巧にフイルムの上側を入れます。 
















写真を撮る準備 


〇 ち手でレンズを持ったまま、ち手で 
フイルムを引さ出しまず。 

★重要 ★ 

• シャッター幕は、非常に薄い幕でできており精 
度の高いをのです。指やフィルム先端びシャッ 
ター幕に触れないよラにま意してください。 

• フィルム室内の DX 情報ピンは、フィルム感度 
などを読み取る接点です。キズやゴ S 、'; ちれを付 
けないよラに注意して < ださい。ゴ S や巧れは、 
乾いた柔らかい布でされいに拭いてください。 

-フィルム検巧部やデータ印字部にゴ S などび付 
着するとフイ J レムの巻き上げやデータの印字び 
正しく行われません。ゴミは、乾しすこ柔らかい巧 
でされいに拭いてください。 




フイルム検知部 


データ印字部 


、シ ヤツタ- 

• DX 情報ピン 


4フイルムの巧端をカメラのフイルム巧 
端マークのち端に合わせ、おず□-ラ 
の下に入れまず。 


□—ラ 


細 


I フイルム先端マークに合わせ、フイルムびまっ 
すぐに入っていることを確認してください。 

I フイルムの先端び曲びっているものは、まっす 
ぐに直してくださし、また、フイルムにたるみび 
ある場合は、フイルムをパト□-ネに戻してた 
るみを取りまず。 



S 马 CP 準備しましよラ 


巧 





























6 電源スイッチを [ ON ] 位置に合わだ 
まず。 

フィルムび自動的に]枚目まで進み、電子 
ダイヤルディスプレーにフィルム枚数と 
フィルム マークび 表示されます。 

防 傷 カバーを取り外す 

ご購入後、初めてフィルムを入れると去には、裏 
ぶたを開けて防傷カバーを取りがしてください。 
このとき、防傷カバーびシャッター幕に触れない 
よラに注意してください。 




細 フィルムが正しく入っていないと舌には 

電子ダイヤルディスプレーに 
f び点滅します。裏ぶたを開 
け、フィルムを入れ直してくだ 
さい。 



















BAS に 

ベーシック 

基本的な操作を 
7スターずる 


一巧簡単に写真を攝る ... 24 

電源の ON/OFF. 24 

一番簡単に写真を撮るための設定 . 26 

写真を撮る . 2白 

巧蔵ストロボについて ... 32 

内蔵スト n ボを使用ずる . 32 

フィ J レムのきま戻しと設定について . 36 

フィルムを巻き戻す . 36 

DX フィルム iU 外を使用するとをの感度を設定する ..... 38 
撮影データをフィルムに印字する . 3 白 

電池の交換について ... 42 

撮慕に必要な電池の交換について . 42 

曰付や時刻の写し込みび薄くなったときの電池交換 ...44 
曰付時刻を修正する . 46 


















一番簡単に写真を撮る 

一番簡単に写真を撮るための設定と、撮影操作について説明します。 
シャッターボタンを半押しにするだけでピントび自動調整され、露出ち 
力ラび自動的に合わせます。 


I 電源の ON/OFF 


電源を入れ、電子ダイヤルディスプレーの表示を確認する操作について 
説明します。 


7電源を入れる 

① 電源スイッチを [ ON ] 位置に含わせまず。 


仁 電源を切る 

① 撮影終了後、電源スイッチを [ OFF ] 位置 
に合わせまず。 

お 

必ず電源スイッチを日 FF にしてください。電 
源スイッチび ON の状態では、シャッターボタ 
ンび押されると電池を消耗します。 















一番簡単に写真を撮る 


化 電子ダイヤルディスプ レーについて 

電子ダイヤルディスプレーには、 liTF のマークび表示されます。 


PTvAvM 

/〇〇〇の ro Q 

UUUU ru.u 

ISO 四 ■)))<§> 口 

つ〇四 

の* i を斯5 



I - 露出モードの表示エリア 

露出モードの設定状態び表示されまず。 P (プ□グラム 
自動露出)/ Tv (シャッター優先)/ Av 猴り優先)/ M (マ 
ニユアル)を表おしまず。 

—シャッ ター速度/絞り植の表示エリア 

シャッター速度と絞り値を表おします。 

—その他の情報の表示エリア 

に日感度、電池残量、スト□ボの発光状態、撮影枚数な 
どび表示されます。 


電デダイヤルディスプレーに表示されるマークには、段下のよラな種類びありま 
す。 


I 露出モード 


■スト□ポの発光げ態 


■ その他の情部 


P. プ□グラム自動露出蜡 =^p.27、60 


Tv 

Av 

M … 

因 


シャッター優先自動露出蜡=口.已 2 
,絞り優先自動露出 ir'P.64 
,マニュアル露出蜡=口.已已 

,赤目軽減機能腰 =P.92 
，ストロボ自動発光晦^ P. 日2 
，スト□ボ情報蜡 -P.92 


Q_ 


m ....... ワイヤレス発光モード蜡= P.102 

HS ..... 八イスピードシンク□モード蜡==口.1日] 

旧〇 .... フイルム感度設定幅"" p.38 

E 百 ..... ペンタックスフアンクシヨン設定 IT'P.] ]4 

■1)) . 電モ音唆^ p. 116 

,電池消耗煙" P.42 
,撮該データフィルム印字 iT'P.S 日 
_0 ... フイルム状態蜡=り.36 


… 

囚.…… 


暗いところで電子タイヤルデイスプレーを使 
用するとをは、液晶照明ボタンを押ずと、約 
10砂間、照明を点けることびでさます。 

A F 3巨0 F 日 Z 取り付け時は、同時に 
AF3 日 OFGZ の表示パネルも照明されます。 
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I —ま簡単に写真を撮るための設定 

一番簡単に写真を撮るために、1コマ撮影、プ□グラム自動露出、分割測 
光、測距点切り誓えを才ート、オートフオーカスに設定します。 


電池やフイルム、レンズなどのセツト方法については r 準備しましよう」を参照して 
<ださい。 


1 1コマ撮霞に設定ずる 

①電源スイッチを [ ON ] に置に合わせま 
ず。 


霞ドライブレバーを IZI 位置に合わせま 
ず。 

1コマ撮影では、シャツターボタンを] 
回押すと、]枚だけ撮影します。 

撮影モードには、その他に連続撮影 
(辟 P . 日0)、セルフタイマー撮影（蜡.已3)、 
多重露出撮影（惚= P .己 1 ) びあります。 

















一番簡単に写真を撮る 


Z プログラム自動露出に設定ずる 

①レンズの絞りオート□ックボタンを巧 
しなが5回し、 [ A ] 位置に合わせまず。 

電子ダイヤルディスプレーに[門び表示 
され、プ□グラム自動露出び設定されま 
す。 



電子ダイヤルディスプレーに [ P ] び表示され 
ていない場合は、 Tv オートボタンを巧します。 


3 測巧方式を分割測巧に設定ずる 

⑦測光方式レ/を因位置にしまず。 

細 分割測光について 

分割測光に設定すると、画面巧を已つに分割し 
て明るさを測定するので、逆光などで人物び 
暗くなってしまうような条件でを、各分割位 
置で明るさをカメラび判断し、人物び暗くな 
らないよラに自動的に補正しまず。 

測光方式には、その他に中央重点測光および 
スポット測光びあります。懐- P .7] 







基本的な操作をマスタ—ずる 


巧 






















































測距点の選がを才ートに設定ずる 


①測距点切り曾えレ/ を下側にし [ A ] に 
置に合わせまず。 

写したいものび中央にな<てち、自動的 
にフアインダー内の測距点(日点)の最適 
な位置でピントび合ラよラに調整しま 
す。 



測距点の選択には、その化に6つの測距点か 
ら、指定した任意の位置でピントを調整する 
よラに設定することびできまず。蜡 =p.8] 


才ートフォーカスに設定ずる 

①フ ォーカスモードレバーを 下側に し 
[ AF . S ] e 置に合わせまず。 

AF . S 位置にすると、シャッターボタン 
を半押しにするだけで、自動的にピント 
合わせを行います。ピントび合ラまで 
シャッターは切れません。また、一度ピ 
ントび合ラとシャッターボタン半押し 
の間、ピントは固定されます。 



その他のピント調整について 

ピント調整には、その他に政下の方法びあり 
ます。 

• MF …手動でピントを調整しまず。唆 =p.79 
-冉 F.C. •.被写体にピントを合わせ続けます。 
m^p.77 

• 冉 F ボタン…このボタンを巧すと、シャツ 
ターボタン半押しと同様にピント合わせを 
行います。シャツターボタンの半巧しび苦手 
な方にお勧めします。 
























一番簡単に写真を撮る 


I 写真を撮る 

1 コマ撮影、プ□グラム自動 霞 出、分割測光、測距点選択オート、オート 
フオーカスに設定後、写真を撮る操作について説明します。 

電池やフィルム、レンズなどのセット方法につい口が準備しましよう」を参照して 
<ださい。 

7撮るものをファインダーに入れる 

①ファインダーをのぞき、撮るものをファ 
イン ダーに 入れまず。 

ファインダーの目つの AF フレーム□び、 

自動でピントの合ラ範囲です。この範囲 
に、ピントを合わせたい対象を入れるよ 
ラにしてください。 


カメラの構えかた 

-撮影するときは、カメラを両手でしっかりと持ってください。 


-木や建物、テーブルなどを利用して体やカメラを安定させると効果びありまず。 
-個人差はありますび、一般的に （ 1/焦点距離)び手持ちの場をの限界シャッター速 
度とされています。已 0mm では1/己0秒、1 OOmm では1/I00秒を目安にしてく 
ださい。これしソ下のシャッター速度になる場合は、なるべく兰脚をご使巧くださ 
い。 

-望遠レンズで=脚を使巧する場合は、カメラやレンズの総重量より重い=脚を使 
うことで、カメラのぶれ防止に効果びあります。 





《ファインダー巧の表ち比率は、実際のもの 
と異な0ます。 











ズームレンズの使いかた 
■マニュアルズームの場合 

をっと広い範囲を撮りたい場合は、ズーム U 
ングを左に回します。ちっと大さくしたい場 
合は、ズーム U ングを右に回します。 



■パワーズーム可能なレンズを手動で使用ず 
る場合 

ズームリングを手前に引いて [POWER 
ZOOM] の夕字び隠れるよラにしてからズー 
ムリングを左ちに回しまず。 


■パワーズームを電動ズームで使用ずる場合 

⑩ズームリングを前に押し出すようにして、 
[POWER 之曰 OM] の文字び見えるように 
します。 

霞ズームリングをちに回すと望遠(テレ)側 
へ、左に回ずと広角(ワイド)側へ動き、手を 
離すと止まります。 



■パワーズームの使いかた 

• ズーミング速度は、ズーム U ングの回転させ 
る角度によって3段階に変化しまず。回転角 
度を大きくする(当て付ける)と高速、かさく 
すると低速、その中間では中間速度でズーム 
します。 


パワーズームでズー S ングすると、自動的に 
ピント合わせを行われまず。ただし、最終的 
なピント合わせは、シャッターボタンの半押 
しで行ってください。 






























一番簡単に写真を撮る 


2 シャツターををる 

①シャツターボタンを指の腹で軽く押し、 
半押しの状態にしまず。 

ファインダー内に撮影情報（測距点表 
示、シャツター速度、絞り値、スト □ ボ状 
態)び表示されます。 



お 

シャッターボタンの操作は、カメラの重むに向かって指を滑らす感覚です。 

フアインダー内の表示について 


スト□ボマーク- 

き巧などストロボ発光び必要な 
場合には点滅します。スト□ボ 
ボタンを巧して、内蔵スト□ボ 
を発光できる状態にしてくださ 
し lotg " p .32 

充電び完了すると点灯に変わ0 
ます。 


測距馬表示 • 



磯 

\ 

区！ 

〇 

□ d 

U 

bn 

e 

4 1 

» 弓。 

れ弓 



現在ピントを合わせている 
測距点の位置び点灯します。 
ビントび合っていないとき 
は、全点打となります。 


絞り値 パーグラフ 

シャッター速度 

台焦マーク 

ピントび合うと点灯します。点滅してい 
る福合は、ピントび合っていません。 

S ファインター巧の表示比割よ、実廣のをのと異な D ます。 


霞フアインタ’一巧の撮影情報を確認して、 
シャッターボタンをさ5に最後まで巧 
し込みまず。 


お 


シャッターボタンは、図のように真下では 
なく、カメラの中む方向に巧すことで、より手 
ぶれの少、ない撮影びでをます。 
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内蔵スト□ボについて 

内蔵スト□ボを使用するときの基本操作について説明します。 

お 

内蔵スト□ボの発光方式を設定する操作や、外付けスト□ボの使巧については「ス 
卜□ボを使巧して撮影する」（【矿 P.89) を参照してください。 


I 内蔵ストロボをほ用する 

内蔵スト□ボを常に発光できる状態(強制発光)にする操作について説明 
します。被写体び明るくてを常にスト□ボび発光されます。 

お 

• 内蔵スト□ボを使用するときは、レンズフードは使用しないでください。スト □ 
ボの光を遮ることびあります。 

-内蔵ストロボは、使用するレンズによってを違いますび、被写体との距離約4メー 
トル政内を目まとしてご使用ください。（フィルム感度びに0400の場合） 


1 内蔵ストロボを使用でまるが態にずる 

①電源が入つていることを確認し、スト □ 
ボボタンを巧しまず。 


スト□ボび跳ね上び0、スト□ボの自動 
充電び開始されます。 

電子ダイヤルデイスプレーとファイン 
ダー内に夕び表示されると、内蔵スト □ 
ボび使巧でをます。 




□ 

□ □(□)□□ 

] 9 〇 FH.S 


※ファインター巧の表示比率は、 
実際のちのと異な D ます。 












巧蔵スト□ボについて 


化 it ソパのマークが表示されている場合 

側面ボタンを巧しなびら、 Tv 電子ダイヤルを回しまず。 




電子ダイヤルディスプレーの発光方式は i ^ TF のよラに表示されます。 



• 電子ダイヤルディスプレーに表おされる発光方式の表おについては、 r スト□ボ 
を使用して撮影する」（顿 = P .92) を参照してください。 

-自動発光田はプ□グラム自動露出でのみ選択でさます。 

スト□ボ党光のお動めマークについて 

スト□ボび上びっていない状態で、ファインダー内と電子ダイヤルディスプレー 
に、 i び点滅しているときは、スト□ボを使巧しての撮影をお勧めします。 

また、望遠レンズなどを使用していて内蔵スト□ボの光び届かないよラな場合に 
は、手ぶれ防止のため三脚などに固定して撮影することをお勧めします。 


、し _ I ^ 

- ザ、 1 9〇 F が 

若 ファインダー巧の表示比率は、 
実際のちのと異なります。 
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ちは、じ(下のモードに設定されているときに点滅します。 

-露出 モー ド[絞り優先自動露出][プ□グラム自動露出] 

写したいをのび、暗い場合または逆光の場合に点滅しまず。 

• 露出 モー ド [シャッター 優 巧 自動露出] [マニュアル 露出] 

写したい物び、逆光の場合のみ点滅します(暗い場合は点滅しません)。 

-測光方式[中央重点測光]または[スポット測光] 

写したい物び、暗い場合のみ点滅します赃光の場合は点滅しません)。 

内蔵スト□ボを発光させる 

①ファインダー内と電モダイヤルディス 
プレーに、ちが表示されていることを確 
詔し、シャッターボタンを巧しまず。 

内蔵スト□ボび発光し、スト□ボの自動 
充電び開始されます。 

電子ダイヤルディスプレーとファイン 
ダー知こちび表示されると、次のスト □ 

ボ撮影び可能です。 

細 

•スト□ボ充電中は、シャッターは切れません。 

•スト□ボを連続して使用すると、電池び多少温かくなることびありますび、異常 
ではありません。 

女が点滅しているときは 

スト□ボ撮影に不適切な F ’ F 冉レンズを使巧すると、充電完了渡にシャッターボタ 
ンを半押したと去に、ファインダー巧と電子ダイヤルディスプレーに i び点滅しま 
す。その状態でをストロボを発光して撮影でさますび、写真の四隅や下半分び暗く 
なる場合びあります。 

「内蔵スト□ボ使巧時の F’FA レンズ適含表」腰.日己 





內蔵スト□ボについて 


3 


内蔵スト□ボを収納ずる 

①撮影格了後、図のよラにして内蔵スト □ 
ボの上部を巧して収納しまず。 


AF 補助光の発光について 

オートフォーカスを AF.S (シングル)に設定している場合、被写体び暗い状態では ^ 
ピントの調整びでさません。このときは内蔵スト□ボを上げてください。シャッ な 
夕ーボタンを半巧しにしたり、 AF ボタンを押ずと、ピント調整のため内蔵スト□ボ ^ 
び連続発光します (AF 補助光)。 AF 補助光の有効範囲は、1〜已 m を目まにしてくだ を 
さぃ。 ミ 







フイルムの巻を戻しと設定について 

フィルムの巻き戻し谊動/途中巻き戻し)と、 DX フィルムがを使用する 
ときの IS 日感度の設定、フィルムに撮影情報を印字するかどうかの設定に 
ついて説明します。 

I フィルムを卷さ戻す 

フィルムの自動巻き戻しと、途中巻を戻しについて説明します。 

細 

• フィルムを取り出すときは、直射日光の当らないところで取り出してくださしV 
-巻き戻し中は、裏ぶたを開けないでください。 

-フィルム枚数に「30」び表示された時点で、フィルム残量告知として、約2秒間電 
子音び鳴り、同時に表示パネルのパト□ーネマークび点滅します。 


♦フイルムの自動巻を戻し 

細 

フイルムの規定枚数！;!上の撮影をすると、最後のコマは現像所でカットされる場合 
びあります。大切な写真は、規定枚数を撮り終えた時点で途中巻さ戻しを巧ってく 
ださい。 


①フイルムを最後まで撮影ずると、自動的 
に巻き戻しが始まりまず。 

卷さ戻し中は、フイルムマークの 
「___0」部分び点滅し、巻き戻しび終了 
するとフイルムマークび点滅して撮影 
枚数の表示び消えます。 







フイルムのきき戻しと設定について 


霞撮影枚数の表示が消えて Q が点滅して 
し、ることを確認し、裏ぶた開放レ/ f — を 
下に下げて雲ぶたを開け、フイルムを取 
り出しまず。 



♦フイルムの途中巻を戻し 

フィルムの規定枚数を撮り終えていない時点で、フィルムを巻を戻します。 

细 

-使用途中で巻き戻したフィルムは、そのフィルムを再度セツトし指定コマから撮 
影することちでさます（【潭 ^p. 124)。 

-フイルムを巻き戻すときは、フイルムを再度セツトできるように、先端を残した 
状態で巻き取ることをできます(唆 =p. 124)。 


①電源スイッチを [ ON ] 位置に台わせまず。 
霞ストラップ留め具の突起部分で、カメラ 
の側面にある遠中卷き戻しボタンを巧 
しまず。 


遠中巻き戻しボタンを傷付けることびありま 
すので、でさるだけストラップ留め具がは 
使わないでください。やむを得ない場合は、 
ボールペンの先などで、巧し込み過ぎに気を 
つけて行ってください。 

® 撮影枚数の表示が消えて Q が点滅して 
いることを確認し、裏ぶた開放レ/て一を 
下に下げて裏ぶたを開け、フィルムを取 
り出しまず。 
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DX フイルム lU 巧を使用するとをの感度を設定する 


DX のフィルムは、自動的に感度び設定されます。 DX 政外のフィルムを使 
用するときは、政下の操作で、フィルム感度を設定してください。 


1 フイルムをセットずる 

① Dxiy 列のフイルムをセツトしまず。 


仁 フイルム感度を設定ずる 

①□ツク解除ボタンを巧しなが6露出補 
正ダイヤルを回し、[旧 0] 位置に合わせ 
まず。 


霞 Tv 電子ダイヤルををもに回し、フィルム 
感度を設定しまず。 

• フィルム感度の設定範圓ま、 IS 日巨〜6400 
]/3段階 (EV) です。 

• DX フィルムを使用しているときに、 DX 
フィルムの感度と違ラ感度を設定すると 
nsoj び表示されたままになります。 


















フイルムのきき戻しと設定について 


® 設定お了後、 □ ツク解除ボタンを}甲しな 
が 5 露出補正ダイヤルを回し、 [0] 位置 
に戻しまず。 

フイルム感度の設定について 

• 露出補正ダイヤルび [ ISO ] 位置で、 DX フイ 
ルム政外をセツトしているときに Tv オート 
ボタンを押すと「侶日 ] 曰0」になります。 

• 露出補正ダイヤルび [ ISO ] 位置で、 DX フイ 
ルムをセツトしているときに Tv オートボタ 
ンを押すと、セツトした DX フイルムの感度 
に戻りまず。 



I 撮該データをフイルムに EP 字する 


本機では、撮影時の露出モードや測光方式、シャッター速度、絞 0 値、露出 
補正値および、オートブラケットの有り無しをフィルムに印字でさます。 


I 設定が態を確認ずる 

① 電源スイッチを、 [ ON ] 位置に合わせまず。 

電子ダイヤルディスプレーに [ D ] び表示 
されている場合は、撮影データをフィル 
ムに印字する設定になっています。 

Z 印字の有おを設定ずる 

① □ック解除ボタンを巧しなが 5 露出補 
正ダイヤルを回し、 [ D ] 位置に合わせま 
ず。 


ふ' 
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霞 Tv 電子ダイヤルを左もに回し、 roFF 」 ま 
たは 「 on 」 を設定しまず。 

細 

撮影データの印字を roFFj に設定し、露出補正 
タイヤルを r □北处がにずると「□」表示び消え、 
フィルム本数び「001」に戻りまず。 



感設定終了後、□ック解除ボタンを押しな 
が5露出補正ダイヤルを回し、 [0] 位置 
に合わせまず。 

撮影データの印字について 

• 撮影データは、フィルムに政下のように印字 
されます。1コマ目より前のコマには、 [ -一 
タルのフィルム本数とフィルム感度、印字濃 
度び印字されます。 

-撮影データの印字濃凰ま、フィルムによって 
ばらつをびあ0ます。テスト撮影をされるこ 
とをお勧めしまず。薄いときや濃し、場をはぺ 
ンタックスフアンクシヨン No.] 已で調整し 
てください。（が P.1 2巨） 

-を重露出の場合、1枚目のデータび印字されます。 



フィルム本数フイルム感度印字濃度 


»回。[1「日1,日1日1 日 


Y 



測光 

方式 

絞 f 

つ値 


日’ 

1日。 

:日,‘ 


凸 

sUaebLJ 



□な Q . i ,. Q , □ミ.. □.。□，.□，"□.，口" 口•汇 I CIILII 撮影の有無 



□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□： 

































フイルムのきき戻しと設定について 


細 

• 撮該データの印字は、曰付や時刻を写し込む電池ではなく、本体の電池 ( CR 2) で行います。 
• 印字は、フィルム巻き戻しの時点でまとめて行われます。 

• 撮影データは、フィルムの巧(パーフォレーシヨン）に重なったり、フィルム上に印 U されて 
し、る文字に重なることびあります。 


項目 

印字内容 

フィルム本数 

今までに使用したフィルムの本数を印字。 

1〜日日目本までカウントし、その後001本に戻る。 

撮影データの印字に FF ] でを U セットされる。 

フィルム感度 

セットした DX フィルムの感度や設定したフィルム感度を 
印字。6〜已400までのフィ j レム感度び印字可能。 

印字濃度 

ペンタックスファンクシヨン Nci .[ Fl 引の設定番号を印字。 

露出モード 

設定されている露出モードを印字。 

M (マニュアル露出)/ Tv (シャッター優先自動露出)/ Av (絞 
り優先自動露出) / P (プ□グラム自動露出） 

測光方式 

設定されている測光方式のマークを印字。 

因（分割測光)/回（中央重点測光)/回(スポット測光） 

シャッ ター速度 

ファインダー内に表示されているシャッター速度を印字。 
バルブ撮影時は 「 BU 」 と印字。 

シャッター速度び1秒では r 1" 」のよラに印字。 

絞り値 

ファインダー内に表示されている絞り値を印字。 

F - FA 切外のレンズやへ U コイド接写 U ングなど情報接点の 
ないアクセサリーを使用した場合は rF -」 と印字。 

露出補正値 

露出補正を設定していなし、攝をは「±0.0」と印字。 

露出桶正かオートブラケットを単独で使用時はその補正値 
を印字。オートプラケットと露出補正を併巧時は、その加算 
値を印字。 

オートブラケット 
撮影の有無 

オートブラケット撮影時に rAE 日」と印字。 
















電池の交換について 

撮影に必要な電池（ I 」チウム電池 CR 2) の交換び必要なときと、日付や時 
刻の写し込みび薄くなったときの電池(リチウム電池 CR 202 己)の交換に 
ついて説明します。 

また、電池を交換懐の曰付や時刻の修正ち法について説明します。 

I 撮霞に化要な電おの交換について 

撮影に必要な電池（リチウム電池 CR 2) び消耗したときには新しい電池と 
交換してください。 

♦電おが消耗した場台 

電池び消耗すると、電子ダイヤルディス 
プレーに電池消耗警舍び点灯し 
ます。 

新しい電池（リチウム電池 CR 2) をご用 
意ください。電池消耗警告び点な 
した状態でち、シャッターびされれば震 
出に問題はありません。 

♦電お交換がお要な場合 

電池消耗警告び点滅すると、 

フアインダー内表示び消え、カメラは作 
動しなくなります。新しい電池（ I 」チウ 
ム電池 C R 2 ) に交換してください 
(が P .1 己）。 









電池の交換について 

• 電池を交換するとをは、すべての電池を交換してください。その隙に新しい電泡 
と古い電池を混ぜてセットしないでください。また、交換する電池は同ーメーカー 
の同一種類の電池を使用してください。 

• 電池を交換すると設定び政下のよラになります。それ Ui がは変更されません。 

スト□ボの赤目軽減機能 . 「なし」 

内蔵ス ト □ボアップ時の自動発光…「なし」（強制発光） 

ワイヤレス制御 . r なし」、 CH ] (チャンネル） 

从イスピードシンク □. 「なし」 

撮影データの写し込み . 「あり」 

-長期間カメラを使用していない場合、新しい電池に交換してち、電子ダイヤルディ 
スプレーに電油消耗警告び点なすることびありまず。この場合は、電源を 
入れ、シャッターボタンを半巧しにすることで、電池消耗警告 d ~ M び消えれ 
ば、そのまま使用できるようになります。 


フィルムの撮影本数と電池消耗について 

電池交換の目安として、新しい電池を交換後、撮影でさるフィルム本数 (24 枚撮り 
フィルム)の目安を表記します。 



フィルム本数 
(使用温度2日で） 

フイルム本数 
(使用温度-10で） 

一般撮影 

約 

已〇本 

約 

30本 

スト□ボ撮影(使巧率已ひ施） 

約 

] 已本 

約 

]0本 

スト□ボ撮影惟用率100%) 

約 

8本 

約 

己本 

バルブ露出時間 

約 

8時間 

約 

2時間 


• 上記表は、新品の U チウム電池 CR 2 での当社試験を件によるちのです。 

•撮影巧能なフィルム本数は、使巧条件によって変わりまず。 

• 低温では、一時的に電池の性能び低下することびありますび、常温に戻れば使用 
でさます。また、低温では撮影でさるフィルム本数は少なくなります。 

• 同個されている電池は、サンプル用のため、上記のフィルム本数を撮影でをない 
ことびあります。 
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I 日付や時刻の写し込みび薄くなつたとまの電池交換 

日付や時刻の表示や写し込みび薄くなったとさは、内蔵電池( I 」チウム電 
池 CR 2 日2日)の交換び必要です。 

細 

• U チウム電池 CR 202己の寿制ま、約3年です。日付や時刻の表示や写し込みび薄 
くなってきたり、写らなくなった場合は、必ず新しい U チウム電池 CR 202己に交 
換してください。 

-電池交換は、最寄のサービスセンターでち有料で承りまず。 

-電池交換割ま、日付や時刻を修正して使用してください( I 矿 P .4 己)。 


1 古い電池を取り外す 

①フイルムが入つていないことを確認し 
て、裏ぶた開放レパーを下に下げ、裏ぶ 
たを開さまず。 


霞裏ぶた内側にある BATT . G マークで示 
されている電池ぶたを、ドライバーを 
使って取り外しまず。 















③古い電池を取り出しまず。 


2巧しい電池をセットずる 

①新しい電池の [+] 側を上にしてセットし 
まず。 


⑤電池ぶたを元の位置に戻し、ドライバー 
を使って取り付けまず。 



巧 






日付時刻を修正する 


内蔵電ミ也を交換したときや、任意に日付を修正する操作について説日月し 
まず。 

細 

-説明中の [ DAT 曰し U がのボタンを巧す操作は、ストラップ留め具の突起部分を使 
巧して < ださい。 




DATE 



日付や時刻の表示形式の設定については、旧付や時刻を写し込む」（辟 P . 1 8) を 
参照してください。 


1 曰付を修正ずる 

① [ SE に CT ] ボタンを巧して、年月日表示のうち修正したい数字を点滅を 
せまず。 

点滅の順截ま、年一月^曰^年の順番です。 

霞 [ ADJUST ] ボタンを巧して、数字を修正しまず。 

お 

1 回巧すごとに数字び1つ進みまず。押し続けると約吕〜3秒後に早送りされます。 

感数字を修正後、 [ SELECT ] ボタンを巧ずと、点滅が終了し修正した数字を 
確定しまず。 



















電池の交換について 


2 時分巧を修正ずる 

① [ SELECT ] ボタンを巧して、時•分 •[ : ] 表示のうち修正したい数字 
け少の場合は[: ]) を点滅させまず。 

细 

点滅の順番は、時^分^[ : ]^時の順番です。 

霞 [ ADJUST ] ボタンを巧して、数字を修正しまず。 

1回巧すごとに数字び1つ進みまず。巧し続けると約2〜3秒後に早送りされます。 

® 数字を修正後、 [ SELECT ] ボタンを f 甲ずと、点滅が後了し修正した数字を 
確定しまず。 

日付時刻の写し込みについて 

•写真に日付時刻を写し込むかどうか、写し込む日付時刻の形式の設定については、 
「日付や時刻を写し込む」（【霞 =p.18) を参照してください。 

-曰付や時刻を写し込むことびでさるできる条件は政下の通りです。 

温度 . 約已〇む〜0む 

* ただし、低温下では、写し込まれる日付時刻び薄くなることびあります。 

フィルム感度… IS02 己〜]已〇〇 

* 高感度フィルム(に010日 OJ ； tb ) を使用した場合、日付時刻びにじむことびあります。 
*130 日〇扮下のフィルムを使用した場合、日付時刻び薄くなることびあります。 

-日付時刻を修正中徽字び点滅中)に、シャッターをきっても日付時刻は写し込ま 
れません。 





o 


STEP UP 

ステップアップ 

機能をフルに活用ずる 
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いろいろな撮影方法について 


本機には、1コマずつ撮影する （1 コマ撮影)機能のほかに、政下の撮影機 
能びあります。 

- 連続撮影… シャッターボタンを押し続けている間、連続的にシャッ 
ターびされます。|^口.已日 

- を重露出… 前の写真に、写真を重ねて撮影します。邸 P . 已 1 
-セルフタイマー撮影… シャッターボタンを押した後、約] 2秒後に 
シャッターびをれ、撮影ちち含めての撮影びでさます。また、ぶれ防止 
のミラーアップ機能を設定することもできます。蜡 " P . 已3 
-オートブラケッティング撮影… 撮影時に、露出補正なし/アンダー露 
出/オーバー麗出の3枚の露出を変えた写真を連続して撮影できます。 
P . 已己 


I 運続で撮該する 


シャツターボタンを押し続けている間、連続的にシャッターびきれます。 



1 連続撮影モードに設定ずる 

① 電源スイッチを [ ON ] にしまず。 

感 ドライブレバーを回して、鸟位置に合わ 
せまず。 

























いろいろな撮影方法について 


2 連続で撮緊ずる一連続撮影 

① シャッターボタンを半巧しにして、写したいものにピントを合わせまず。 
霞 シャッターボタンを巧し続けまず。 

感 シャッターボタンか 5 指を離ずと、連続撮影を終了しまず。 

• フオーカスモードレバーび AF.S (シングル)に設定されている場合、1枚目のピント位置 
にフオーカスロックされます。 

• フオーカスモードレバーび冉 F.C (コンティニアス)に設定されている場台、シャッター 
び1回きれるごとにピント調整を行います。ただし、ピントび合っていなくてをシャッ 
ターびされます。 

• 内蔵スト□ボを使用している場合、充電び完了してからシャッターびきれます。 

I 前の写真に重ねて撮該する一さ重露出撮該 

フィルムの同じコマに重ねて撮影でをます。多重露出モードの設定を解 
除するまで、写真を重ねて撮影できます。 

例えば、背景び暗いもの(夜景など)を先に撮影し、同じコマに人物などに 
スト□ボを発光した写真を重ね合わせるなどの撮影びでさます。 





機能をフルに活用ずる 


巧 




を重露出モードに設定ずる 

① 電源スイッチを [ ON ] にしまず。 

霞 ドライブレバーを回して、因位置に合わ 
せまず。 

撮影枚数び点滅し、多重露出モードび解 
除されるまで同じ撮影枚数を表示しま 
す。 


を重露出モードで撮緊ずる 

① 1巧目の写真を撮影しまず。 

⑤ 1枚目の写真に重ね合わせる写真を撮影 
しまず。 

化 

多重露出モードの設定を解除ずるまで、写真を重 
ねて撮影できます。 



を重露出モードを解除ずる 


① ドライブレバーを回して、因むがの位置 
に合わせまず。 

多重露出モードを終了し、フィ J レム枚数 
び]コマ送5れます。 

ist 

電源スイッチを [OFF] にしても、多重露出モード 
は解除されません。ドライブレバーを他のモード 
に設定することで解除されます。 













いろいろな撮影方法について 

I セルフタイマーで撮影するーセルフタイマー撮影 

シャッターボタンを押した後、約12秒樓にシャッターびきれます。撮影 
ちち含めての撮影や、ぶれ防止のミラーアップ機能も使用できます。 

1 セルフタイマーモードに設定ずる 

① 電源スイッチを [ ON ] にしまず。 

霞 ドライブレパーを回して、の位置に合わ 
せまず。 


細 ファインダーか5の逆入光を防ぐには 

自動露出でセルフタイマー撮影するときは、ファインダーから入る光を防ぐために、冉 E 
n ック機能(蜡 -P.6 日)や付属のファインダーキャップをご利用ください。 


アイカップ Fl を取りがす ファインダーキャップをセットする 






機能をフルに活用ずる 


£セルフタイマーモードで撮該ずる 

①シャツターボタンを半巧しにして、写し 
たいものにピントを合わせまず。 











霞シャツターボタンを巧しきりまず。 

セルフタイマーランプび点滅し、シャツ 
ターびされる約2秒前か5速い点減に変 
わ0、電子音ち速い r ピツピツピツ」とい 
ラ継続音に変わります。シャツターボタ 
ンを巧しをつた體、約] 2秒後にシャツ 
ターびをれます。 


セルフタイマーモードを解除ずる 

①ドライブレパーを回して、公む外の位置 
に合わせまず。 

セルフタイマーモードを終了します。 

ist 

セルフタイマーび動作中でも、ドライプレバーを 
の iU 外の位置に合わせることで解除できます。 


ミラーアップ機能を使用ずるには 

ミラーの作動によるぶれを防ぐために、シャッターボタンを巧しきった後、ミラーをアッ 
プした状態で約2秒後にシャッターびきれるよラに設定できます。 

ミラーアップ機能を有効にするには、ペンタックスフアンクシヨン No. 14の設定で、[呂] 
に秒:ミラーアップ機能)を指定し（赋 P.1 巧)、セルフタイマーモードで撮影してくだ 
さし)。 












いろいろな撮影方法について 


自動で露出を巧更して運続撮影するーオートブラケット 


シャッターボタンを巧したときに、露出び違う写真を連続して撮影でき 
ます。1枚目は補正なしの写真、2枚目はマイナス側の写真、3枚目はプラ 
ス側の写真を撮影します。 

マイナス側、プラス側の霞出補正値の幅は、± ] /2段階 ( EV ) と± ] 段階 
( EV ) の2種類び設定できます。 


細 


露出補正と組み合わせて使用することで、オーバーち向のみやアンダー方向のみのオー 
トブラケット撮影び巧能です（蜡 =p .巳7)。 



瑪^‘.み'ん 


補正なしの写真 


- 1段階 (EV) の写真 +1段階 (EV) の写真 


細 

• 補正量びルさい攝合、ネガフィルムではほとんど効果び得られませんのでご注意くださ 
し 'K 特にネカ"カラーのオートプ U ント仕上げの場合)。 

• オートブラケットモードで撮霖ずる時のコマ数や補正値の順番は、ペンタックスフアン 
ク シヨ ンで設定できます。 P . 11目、1吕日 

1 才ートブラケットモードに設定する 

①電源スイッチを [ ON ] にしまず。 

霞オートブラケットダイヤルを回して、 
[± l /2]段階（ EV )または[± l ]段階 
( EV ) 位置に合わせまず。 





靈た富ずる 














パーグラフ 


S ファインダー巧の表を比率は、実際のをの 
と異な D ます。 


才ートブラケットモードで撮影ずる 

①シャッターボタンを半巧しにして、写し 
たいものにピントを合わせまず。 

ファインダー内に、バーグラフび表示さ 
れ、現在の露出補正値び点滅します。 

• フオー カスモードレバーび AF.S (シングル)に 
設定されている場合、1枚目のピント位置に 
フオー カス n ックされます。ただし、シャッター 
ボタンか5—旦指を離ずと、再度ピントを合わ 
せ直します。 

• フオー カスモードレバーび AF.C (コンテイニア 
ス)に設定されている攝合、シャッターび1回を 
れるごとにピント調整を行います。ただし、ピン 
卜び合っていなくてもシャッターびきれまず。 

⑤ シャッターボタンを巧し続けまず。 

ファインダー巧のバーグラフび、1枚目 
は補正なし、2枚目はマイナス側、3枚目 
はプラス側に点滅し、3枚の写真び撮影 
されます。 

撮露途中でシャッターボタンを離しても、約20 
砂間は設定値が保持され、次の補正値で撮影でさ 
ます。約20秒を過ぎると1枚目からの撮影状態に 
戻ります。 

才ートブラケットモードを解除ずる 

①オートブラケットダイヤルを回して、 
[±0]位置に含わせまず。 

才ートブラケットモードを終了します。 
















いろいろな撮影方法について 


ドライブモードとの組み合わせ 

1コマ撮穀 L ソ外でも、 r 連続撮影」、 r セルフタイマー撮影」、「多重露出撮震」との組み合わせ 
で、オートプラケット撮穀び巧能です。 

化 才ーパ’一方向やアンダー方向のみの写真を撮るには 

露出巧正機能（[矿 P.68) と組み含わせることで、オー/ (一ち向のみやアンダー方向のみ 
のオートブラケット撮霖びでさます。 

いずれの場合わ、露出補正値を中むにしたオートブラケット撮影となります。 

♦才 一 y く一方向のみの写真を撮るには 

[±1/2]段階にV) ....... 露出補正ダイヤルを [+ 1/2]に含わせます。 

1コマ目二 +1/2EV、2 コマ目二±日 EV、3 コマ目二 + 1EV 

[±1 ] 段階 (EV). 露出浦正ダイヤルを [+ 間に合わせます。 

1コマ目二+1 E\/、2 コマ目二 ±0EV、3 コマ目二+吕 EV 

♦アンダー方向のみの写真を撮るには 

[±1/2]段階拒V) ....... 補正ダイヤルを [- 1/間に合わせます。 

1コマ目二-]/ 2EV、2 コ7目二- lE\/、3 コマ目二日 EV 

[±1 ] 段階 (EV). 露出浦正ダイヤルを[-間に合わせます。 

1コマ目二— 1E\/、2 コマ目二- 2EV、3 コマ目二日 EV 

化 

内蔵スト n ポあるいは、外付けスト n ポ (TTL、P-TTL 才ートの場合のみ）と才ートブラ 
ケット撮穀を併用ずることで、ストロボの光量だけを連続的に変化させることができま 
す。ただし、外付けスト n ボでは、カメラのシャッターボタンを巧したまま3コマ連続に撮 
影すると、充電完了前に2コマ目、3コマ目び撮震されてしまうことびありますので、必ず 
1コマごとに充電完了を確認してから撮影してください。 


靈た富ずる 






露出設定について 


本磯には、露出を設定する方法として];(下の露出モードびあります。 

-プ□グラム自動露出…撮るものの明るさに合わせて、自動的にシャッ 
ター速度と絞り値び設定されまず。蜡" P . 日日 
. シャッター優先自動露出…シャッター速度の設定に合わせ、自動的に 
絞り値び設定されます。輕" P . 色2 

-絞り優巧自動露出…絞0値の設定に含わせ、自動的にシャッター速度 
び設定されます。煙" P . 目4 

• マニュアル露出…シャッター速度と絞0値を自分で指定して撮影しま 
す。輕" P . 目曰 

-バルブ露出…シャッターボタンを巧し続けている間、シャッターび開 
き続けます。輕 ^ p . 色7 

露出モードの切り替えについて 












露出設定について 


卜 


その他の露出に関する設定にはし^(下の機能びあります。 

-露出補正… 自動で設定された露出を、意図的に明るくしたり、暗くした 
0でさます。目8 

- AED ッつ.. •撮影前の露出を記憶させます。 tT" P.69 

OLD レバー について 

撮影中に間違って Tv 電子ダイヤルを回した 0、Tv オートボタンを押しても、 
露出モードやシャッター速度び変更されないようにできます。 


I [ HOLD ] レバーをち側にず6ず 

Tv 電子ダイヤルや Tv オートボタンの操作 
び無効になります。 

Tv 電子ダイヤルを回したり、 Tv オートボタ 
ンを巧すと、電子ダイヤルディスプレーに 
「Hold」 の艾字び点滅します。 

£. 脚をずるときは、 [ HOLD ] レバーを元 
の位置に戻ず 




[HOLD] レノ（一をち側にずらしていても、露出モード 
やシャッター速度を変更ずる政がの操作は有効です。 
例えば、フイルム感度やペンタックスフアンクシヨン 
の設定で、 Tv 電子ダイヤルを回したり、 Tv オートボタ 
ンを巧す操作は、 [HOLD] 状態でを巧能です。 













プログラム自動露出で撮影する 


撮るものの明るさに合わせて、自動的にシャッター速度と絞り値び設定 
されます。 


1 プログラム自動露出に設定ずる 

①電源スイツチを [ON] にしまず。 

霞レンズの絞り才ート□ツクポタンを巧 
しなが5回し、 [A] 位置に合わせまず。 

電子ダイヤルディスプレーに [P] び表示 
され、プ□グラム自動露出び設定されま 
す。 

電子ダイヤルディスフレーに [P] び表示されてい 
ない場合は、 Tv オートボタンを巧します。 





仁 プログラム自動露出で写真を撮る 

①ファインダーをのぞき、撮るものをファ 
イン ダーに 入れまず。 














































露出設定について 


霞シャツターボタンを指の腹で軽く押し、 
半押しの状態にしまず。 

電子ダイヤルディスプレーにシャツ 
夕一速度、絞り値、ファインダー内に測 
距点、シャツター速度、絞0値び表おさ 
れます。 


® フアインタ’一巧の撮影情報を確認して、 
シヤツターボタンをさ5に最後まで巧 
し込みまず。 




シャツター速度と絞り値が点滅し 
ていた!5 

写したいわのび明るすぎたり暗すざると、フアイ 
ンダー巧のシャッター速度と絞り値の表示び点 
滅します。明るすぎるときは、もう少し暗いとこ 
ろに力六ラを向け直してください。暗すぎるとさ 
は、スト n ボなどをご利用ください。 



》ファインター巧の表を比率は、実際のをの 
と異な0ます。 



《ファインダー巧の表示比率は、実際のもの 
と異な D ます。 


靈た富ずる 

















シャッター優先自動露出で撮影する 


シャツター速度を設定し、撮るものの明るさに合わせて自動的に絞り値 
び設定されます。速い速度に設定することで動きのあるちのを止まった 
よラに撮影したり、遅い速度に設定することで動感のある写真び撮影で 
さます。 


1 シャツター優巧自動露出に設定ずる 

①電源スイツチを [ ON ] にしまず。 

霞レンズの絞り才ート□ックポタンを巧 
しなが5回し、 [ A ] 位置に合わせまず。 


® Tv 電子ダイヤルを回し、シャッター速度 
を設定しまず。 

電子ダイヤルディスプレーに 「 Tv 」 と 
シャッター速度、絞0値び表示されま 
す。 

化 

H 日 LD レバーびち側にあると、シャッター速度は 
蜜更できません。 






















































露出設定について 



《ファインダー巧の表示比率は、実際のもの 
と異な D ます。 


2 シャッター優先自動露出で写真を撮る 

①ファインダーをのぞき、撮るものをファ 
インダーに入れまず。 

霞シャッターボタンを指の腹で軽く巧し、 
半押しの状態にしまず。 

電子ダイヤルディスプレーにシャッ 
夕一速度、絞0値、ファインダー内に測 
距点、シャッター速度、絞り値び表おさ 
れます。 

® ファインタ’一巧の撮影情報を確認して、 
シャッターボタンをさ5に最後まで巧 
し込みまず。 

絞り値が点滅していたら 

写したいをのび明るすぎたり暗すざると、フアイ 
ンダー巧の絞り値の表示び点滅します。明るすざ 
るときはシャッター速度を速く、暗ずぎるときは 
シャッター速度を遅く設定してください。 



※ファインダー巧の表示比率は、実際のをのと異な D ます。 

細 

シャッター速度と絞り値び点滅していたら測光 
嚴囲外です。 

明るすぎるときは、もラ少し暗いところにカメラ 
を向け直してください。暗すぎるときは、スト □ 
ボなどをご利用 < ださい。 


靈た富ずる 













絞 0 優巧自動露出で撮影する 


絞り値を設定し、撮るものの明るさに合わせて自動的にシャツター速度 
び設定されます。絞り値をル絞り側(数字の大きいほラ）へ設定するとピ 
ントの含ラ範囲をにくしたり、絞り値を開放側(数字の小さいほラ)へ設定 
すると背景をぼかして人物だけを浮さ上び5せた写真び撮影できます。 


1 絞り優巧自動露出に設定ずる 

①電源スイツチを [ON] にしまず。 

霞絞り値を設定しまず。 

電子ダイヤルディスプレーに [Av] び表 
示されます。 

iet 

• [Av] び表示されないとさは、 Tv オートボタンを 
巧してください。 

• 絞りを [A] 位置から外ず場合は、絞り才ート n ツ 
クボタンを押しなび5回してくださし、。 

仁 絞り優巧自動露出で写真を撮る 

①ファインダーをのぞき、撮るものをファ 
インタ’一に入れまず。 

⑤シャツターボタンを指の腹で軽く押し、 
半押しの状態にしまず。 

電子ダイヤルディスプレーにシャツ 
夕一速度、絞0値、ファインダー内に測 
距点、シャツター速度、絞り値(絞り値は 
目安表示でず。 F ‘ FA レンズのみ表示巧 
能)び表示されます。 

感フアインタ’一巧の撮影情報を確認して、 
シャッターボタンをさ5に最後まで巧 
し込みまず。 




《ファインター巧の表示比率は、実際のちの 
と異なります。 
























































露出設定について 


シャツタ—逐居かな;励していに b 

写したいわのび明るすぎたり暗すざると、フアイ 
ンダー巧のシャッター速度の表示び点滅します。 
明るすぎるとさは絞り値をル絞り側(数字の大き 
いほラ）へ、暗ずざるとさは絞り値を開放側(数字 
のルさいほラ)へ設定してください。 

シャッター速度と絞り値び点滅していたら測光 
嚴囲外です。 

明るすざるときは、もぅ少し暗ぃところに力；>^ラ 
を向け直してください。暗すざるときは、スト □ 
ボなどをご利用 < ださい。 



と異なります。 


こユアル露出で撮影する 


絞り値とシャツター速度を自分で指定して撮影をします。 


マニュアル露出に設定ずる 

①電源スイッチを [ ON ] にしまず。 

⑤絞り値び才ート ( A ) になっている場合 
は、レンズの絞りオート□ックボタンを 
f 甲しなが6回し、絞り値を設定しまず。 
® Tv 電子ダイヤルを回して、シャッター速 
度を設定しまず。 

電子ダイヤルディスプレーに 「M」 （マ 
ニュ アル)と設定したシャッター速度び 
表示されます。 

im 

HOLD レバーびも側にあると、シャッター速凰ま 
変更でさません。 
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機能をフルに活用ずる 


の 


h 7 
























































マニュアル露出で写真を撮る 

①ファインダーをのぞき、撮るものをファインダーに入れまず。 

霞シャッターボタンを指の腹で軽く巧し、半押しの状態にしまず。 

電子ダイヤルディスプレーにシャッター速度と絞り値び表示されます。 
ファインダー巧に測距点、シャッター速度、絞り値(絞り値は目安です 。 F • 
FA レンズのみ表示可能）とバーグラフび表示されます。 

ノ（ーグラフに表示されている•び、複数表示されている場合は、適正露出 
び設定されていません。-び一つになるよラに、絞り値またはシャッター 
速度を調整します。 


適正な露出でない場合 適正な露出の場合 



※ファインダー巧の表示は率は、実曝のをのと異なります。 


バーグラフの■び一側に並んでいる場合は露出不足、+側に並んでいるとさは露出オー 
パーです。+ 3段階 CEV) を超えた攝合は、 0 または〇び点滅します。 


+ 3段階 [EV]: 目盛一番上 


一 3段階 [EV]: 目盛一番下 


目盛は0.5段階 [EV] 



















露出設定について 


® ファインダー内の撮影情報を確認して、シャッターをを5に最後まで押 
し込みまず。 

シャッター速度と絞り値び点滅していた S 

シャッター速度と絞り値び点滅していたら測光 
嚴囲外です。 

明るすざるときは、もう少し暗いところにカメラ 
を向け直してください。暗ずぎるときは、スト □ 

ボなどをご利用 < ださい。 


《ファインダー巧の表ち比率は、実際のもの 
と異な0ます。 

I バルブで撮該する 

シャッターボタンを押している間、シャッターび開を続けた状態で撮影 
できます。花火や夜景の撮影など、長時間シャッターを開けておくことび 
必要なとさに設定しまず。 

1 バルブに設定ずる 

①電源スイッチを [ ON ] にしまず。 

感絞り値び才ート ( A ) になっている場合 
は、レンズの絞りオート□ックボタンを 
巧しなが6回し、絞り値を設定しまず。 

細 

絞り値を才ート (A) 位置に設定すると、常に最ル 
の絞り値で撮霖されます。 

感 Tv 電子ダイヤルを回して、シャツター速 
度を遅いほうに回し続けまず。 

電子ダイヤルディスプレーに化山び表 
示されまず。 





, の i 
24 901 


PENTAX 24-90 
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2 バルブで写真を撮る 

①ファインダーをのぞき、撮るものをファインダーに入れまず。 

霞シャッターボタンを指の腹で軽く巧し、半押しの状態にしまず。 

電子ダイヤルディスプレーに Rdu 」 と絞り値(絞り値は目安です。 F ’ FA レ 
ンズのみ表示巧能。）び表示されます。ファインダー内に撮影情報(測距 
点、 bu 、 絞り値)び表示されます。 

® シャッターボタンをさ5に最後まで押し込み続け、任意の時間でシャッ 
ターボタンか5指を離しまず。 

シャッターボタンを押し続けている間シャッターび開いた状態になります。 

バルブ撮影について 

• バルプで撮影するときは、ぶれ防止のためしっかりした呈脚を使用し、別売りの「ワン 
タッチケースレスイッチ CS-1 日巳か CS-1 3日」または r レ U- ズタイマースイッチ TS- 
110」を使用することをお勧めします。 

• 新品の電池を使用した場合、約8時間の長時間露出びできます。 


I 露出を補正する一露出補正 

意図的に麗出オーバー牌るい写真)や麗出アンダー(暗い写真)を撮影で 
きます。露出補正は、 -3 〜+3段階 [ EV ] の範囲で、0.己段階 [ EV ：| ごとに設 
定でさます。 

露出補正は y りレブでは使用できません。 

7露出補正値を設定ずる 

①□ック解除ボタンを}甲しなが!5、露出補 
正ダイヤルを回しまず。 

[十]側に回すと露出オーバー(明るい写 
真） 

[-] 側に回すと露出アンダー順い写貴 






露出設定について 


化 ファインダー内のパ‘ーグラフについて 

露出補正を設定すると、ファインダー内にバーグラフび表示されます。 


+ 3段階 [EV]: 目盛一番上 


一 3段階 [EV]: 目盛一番下 


目盛は0.日段階 [EV] 

細 マニュアル露出の場合について 

マニュアル露出で露出補正を行うときは、露出補正ダイヤルを回しただけでは補正され 
ません。ファインダー内のバーグラフの■び一つになるよラに絞り値またはシャッター 
速度を調整してから撮霖してください。 

I 撮該前の露出を記憶させる 一 AE ロック 

撮影前の麗出を記憶させまず。写したいちのび ル さくて適正な震出を得 
るのび難しいとをなどは、スポット測光で露出ををわせたい部分だけに 
ポイントを絞って露出を含わせ、記憶させた露出で好きな構図で撮影す 
ることびでさます。 

1 露出 モー ドと測光方式を設定ずる 

① 露出モードをプ□グラム自動露出（蜡 - P . 巨 0) またはシャッター優先自 
国露出（陌 = P .62)、 絞り優先自動露出（蜡 = p .64) に設定しまず。 

細 

冉 En ックは、マニュアル露出やパルブでは使用できません。 

霞スポット測光に設定しまず（蜡 ^ P .73)。 

細 

冉 En ックは、スポット測光政がの測光ち式でを露出を記憶できます。ただし、写したいち 
のびルさくて適正な露出を得るのび難しいときなどは、スポット測光に設定することで、 
露出を測光する範囲を絞り込むことびできます。 


区) 

な 


Q 
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露出を記憶させる 

①フアインダーをのぞき、露出を記憶させ 
たいものをスポット測光の節囲いっぱ 
いに入るようにしまず。 

霞シャツターボタンを指の腹で軽く f 甲し、 
半押しの状態にしまず。 


スポット測光の範囲 



&ファインター内の表示比率は、実際のをの 
と異なります。 


® ファインダー巧で撮影情報を確認し、 
AE □ツクボタンを巧しまず。 

ファインダー内に「 * 」び表示され、現在 
の露出びシャツターボタンや AE □ツク 
ボタンか5指を離してち約2日秒間記憶 
されます。 

「*」び表示されている間、記憶した露出 
で撮影できます。 

再度 AE □ックボタンを巧すと解除され 
ます。 


® 撮るものの構図や大きさを変え、シャツ 
ターボタンを巧しさりまず。 

冉 E □ックする対象の反射率によっては、多少の露 
出補正び必要になります。 



AE ロック機能び設定されている状態 



と異な D ます。 



《ファインダー巧の表示比率は、実際のもの 
と異な D ます。 






























測光方式を設定する 


測光方式を設定する 

ファインダー巧のどの部分で、明るさを測り露出を決定するのかを設定 
します。測光方式には、日分割測光、中央重点測光、スポット測光びあ0ま 
す。 

- 6分割測光…撮るちのの大ささや位置、背景などの明るさや逆光を、 
ファインダー内を日分割して測ります。逆光などの条件でわ最適な露出 
を得ることびでをます。 P .7 ] 

-中央重点測光…ファインダー中央部分に重点を置いて測光します。露 
出を決めるとさに、カメラ任せではなく、経験的に補正をして決めると 
きなどに設定します。®" P .72 

-スポット測光…ファインダー中央の限5れた狭い範囲だけの明るさを 
測るときに設定します。 P .73 

I 分割測巧で写真を撮る 

撮るわのの大ささや位置、背景などの明るさや逆光を、ファインダー内を 
目分割して測ります。逆光などで人物び暗くなるときでわ、どの部分にど 
んな明るさのものびあるのかを力方ラび判断し、人物び暗くな5ないよ 
ラに自動的に補正しまず。 

細 

冉 - F - FAIU がのレンズでは、分割測光を設定してち、中央重点測光になります。 

1 分割測光を設定ずる 

①測光方式レバーを因位置に合わせま 
ず。 
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2 分割測巧で撮影ずる 

①ファインダー巧で写したいものを確認して、シャツターボタンを半巧し 
の状態にしまず。 

細 

分割測光では、図のように画面内を白つ（アミかけ部分）に分割して明るさを測っていま 
す。 



霞ファインダー内で撮影情報を確認し、シャツターボタンを巧しきりまず。 

I 中央重点測がで写真を撮る 

ファインダー中央部分に重点を置いて測光します。露出を決めるときに、 
カメラ任せではなく、経験的に補正をしてミ央めるときなどに設定します。 

ist 

通常の撮影では、測光ち式レバーを因位置に合わせ、分割測光で撮影することをお勧め 
します。 

7中央重点測化を設定ずる 

①測光方式レバーを回に置に合わせま 
ず。 


















測光方式を設定する 


2 中央重点測光で撮影ずる 

①ファインダーで写したいものを確認して、シャツターボタンを半押しの 
状態にしまず。 

细 

中央重点測光では、図のように高さび高い部分(中央部分)ほど感度び良くなります。逆光 
の場合でを力方ラび自動補正しませんので、経験的な判断をちとに露出を補正して < だ 
さし、。 



霞ファインダー巧で撮影情報を確認し、シャッターボタンを巧しきりまず。 

I スポット測がで写真を撮る 

ファインダー中央の限5れた狭い範囲だけの明るさを測るとさに設定し 
ます。写したいものび非常にルさく、適正な露出を得るのび難しいときに 
AE □ック機能(幅- P . 日 9) と組み合わせて使用すると便がです。 

お 

通常の撮影では、測光方式レバーを囚位置に合わせ、分割測光で撮語することをお勧め 
します。 
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巧 


スポット測がを設定ずる 

①測光方式レバーを囚位置に合わせまず。 



スポツト測がで撮影ずる 

①フアインダーで写したいものを確認し 
て、シャツターボタンを半巧しのが態に 
しまず。 

化 

• スポット測光では、図のようにファインダー中 
央の限られた狭い範囲だけの明るさを測りま 
す。 


□ □(□)□□ 


• 露出を固定ずるときは、 AE □ツクボタンを巧し 
てくださし、.日日)。 

霞フアインダー巧で撮影情報を確認し、 
シャツターボタンを f 甲しさりまず。 










ピント調整について 


ピント調整について 

ピント調整に関する設定として、才ートフオーカス ( AF . S / AF . C ) での撮 
影で法、マニュアルフオーカスでの撮影ち法、測距点の切0誓えち法につ 
いて説明します。 

- オー トフ オー カス撮影… ピントを自動で調整します。オートフオーカ 
スには、シャッターボタンを半押しにしたときにピントを固定するシ 
ングルモード ( AF . S )、 被写体にあわせて常にピントを調整するコン 
ティニアスモード ( AF . C ) びあります。 tg ^ p .7 已 
- マニュアル フオー カス撮影… ピント調整を手動で行いまず。蜡 " P .7 日 
- 測距点の切り替え… 被写体のピント調整位置をオートに設定した0、 
ファインダーの指定位置でピントを調整することびでをます。 
啜" P .81 

I 才ートフオーカスで写真を撮る 

ピントを自動で調整します。オートフオーカスには、シャッターボタンを 
半巧しにしたときにピントを固定するシングルモード ( AF . S )、 被写体に 
あわせて常にピントを調整するコンティニアスモード ( AF . C ) びありま 
す。 

細 

じ(下の場合は、オートフオーカスや合焦表示暑によるピント調整びできません。ファイン 
ダーのマット面を利用し、手動でピントを調整してください （ l ^ p .8 日)。 

• 合焦表示傷び点滅する場合(オートフオーカスび苦手な被写体）蜡= P .78 
• 開放 F 値び、 F 日.目より暗いレンズを使用している場合 

• ベ□-ズ1日日 mmF 4、 シフト 28 mmF 3 .巳(シフト状態)、レフレックスタイプのレンズ 
を使用している場含 

• 旧タイプのねじ込み取り付け式レンズを別売りの r マウントアダプター K 」 で取り付け 
て使用している場合 
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♦シングルモード ( AF . S ) で撮露ずる 


1 シングルモード ( AF . S ) を設ちずる 

⑦フオーカスモードレバーを [ AF . 引に置 
に合わせまず。 


2 シングルモード ( AF . S ) で撮影ずる 

①フアインダーで写したいものを確認し 
て、シャツターボタンを半巧しのが態に 
しまず。 

自動でピントを調整し、ピントび含うと 
合焦マーク着び点灯して r ピピッ」と電 
子音び鳴0ます。 

お 

• ピントを調整するときに、シャッターボタンを 
半巧しにする代わりに、冉 F ボタンを巧すこと 
で、ピントを合わせることをできます。 

• 偷び点巧している間は、ピントび固定(フォ ー 
カス n ック)されます。別のをのにピントを合わ 
せるときは、いつたんシャッターボタンか5指 
を離してください。 




合焦 マーク 

《ファインダー巧の表示比率は、実際のもの 
と異な D ます。 


霞ファインダー内で合焦マーク參が点丹 
していることを確認し、シャツターボタ 
ンを巧しさりまず。 

合焦 マー ク偷び点滅して いると きは、ピントび合っていません。シングル モー ド (AF.S) 
に設定されていると、ピントび合わない限りシャッターはきれません。写したいものに近 
づきすぎている場合は、離れた位置か5撮影してください。オートフォーカスの苦手な被 
写体（幅=口.78)の場台は、手動でピントを調整してください（が P.79)。 













♦コンテイニアスモード ( AF . C ) で撮誇ずる 


ピン ト調整に ついて 


コンテイニアスモード ( AF . C ) を設定 
ずる 

①フ ォーカスモードレバーを [ AF . C ] 位置 
に合わせまず。 


之コンティニアスモード ( AF . C ) で撮影 
ずる 

①ファインダー内で写したいものを確認 
して、シャッターボタンを半押しの状態 
にしまず。 

自動でピントを調整し、ピントびをラと 
合焦マーク•び点口して r ピピッ」と電 
子音び鳴0ます。 




コンティニアスモード (AF.C) では、被写体を動体 
と判断ずると、自動的に動体予測に切り替わりま 
す。 

霞シャッターボタンを巧しきりまず。 

コンテイニアスモード (AF.C：) では、ピントび台つ 
てない状態でわ、シャッターボタンを押しきると 
シャッターびされます。 





機能をフルに巧用ずる 


巧 









細 オートフォーカスの苦手な被写体 

オートフォーカス機構は、さわめて精度の高いわのですび、被写体の明るさ•コントラス 
卜•形状•大きさなどによって、政下のようにピントび合わない場合びあります。 

ピントび合わないとをには、被写体とほぼ等しい距離のちのにいったんピントを固定 
口才ーカス n ック）したり（Iが P.83)、 手動でファインダーのマット面を利用してピン 
卜を調整してくださし、 （I^p.8 日)。 

• ピントを合わせたいところに、白い壁などの極端にコントラスト(明暗差)の低い被写体 
びある場含 

• ピントを合わせたいところに、光を反射しにくい被写体びある場合 
• ピントを合わせたいところに、細かな模様の被写体びある場合 
• ファインダーの複数の測距点に、遠近のをのび同時にを在する場合 
• が常に速い速度で移動している被写体 


• 反射の強い光、強い逆光调囲び特に明るい被写体） 

アクセサリーやレンズ使用時のま 意 
■ アクセサリーの使用について 

じ(下のアクセヴ U —を使用ずるときには、手動でファインダーのマット面を利用してピ 
ントを調整してください P.8 日)。 

• 特殊なフィルターや r マジックイメージアタッチメント」 r ステレオアダプター」などを 
使用している場合 

-「接写 U ング」けートベローズ」を使った拡大接写撮影の場合 

※オートフオーカスで、一般の偏光フイルターを使用するとオートフオーカスの精度び 
低下します。偏光フィルターを使巧するときは、円偏光フィルターのご使用をお勧めし 
ます。 


■ SMC ペンタックス F ソフト8日 mmF 吕 . S の使用について 

約1.日 m よ0近距離でレンズの絞り値を F 已.日〜 F32 の範囲で使用ずると、オートフ オー 
カスび誤含焦することびあります。絞り値を F 已.日〜 F3 吕の寵囲で使用するときは、 いっ 
たん絞り値を F4 .巳に合わせてピントを調整後、 フオー カス□ック （i^p.83) して希望 
の絞り値に合わせ直してから撮影して<ださい。 


ピント調整について 


細 スナップインフォーカス 撮影に ついて 

別売りのワンタッチケープルスイッチ CS-10 己や CS-130 と F’FA 政外のレンズけート 
フォーカス用でないレンズ)を組み合わせると、写したいをのび構図内に来たとをに、自 
動的にシャッターびをれるよラな撮影をでさます。 

① F-FA 料外のレンズをセットします。 

霞フォーカスモードレバーを [AF.S] 位置に合わせます。 

通写したいものび通りそラな位置に、ピントをセットしておきます。 

渾別売りのワンタッチケーブルスイッチを使用して、シャッターボタンを巧しきった状 
態にします。 

写したいものびピントを合わせた位置に来ると、自動的に撮影されます。 

この場合、6つの測距点の内、中央下部の測距点1つのみび有効となります。 

I 手動でピントを調整する 

手動でピントを調整します。ピントを調整する方法は、ファインダー内の 
合焦マーク暑を利用する方法と、ファインダー内のマット面を和用する 
方法びあ0ます。 

♦ファインダー巧の合焦マー ク鲁 を利用する 

合焦マーク偷を利用してピントを調整できるのは、開放 F 値び F 已.目な上の明るいレンズ 
(F1. 2〜 F 己. 6) び目安です。それ於外のレンズは、マット面を利用してピントを調整して 
<ださい。 

1 マニュアルフォーカス ( MF ) を設定ずる 

⑦フ ォーカスモードレバーを [M 鬥 位置に 
合わせまず。 



靈た富ずる 








2 ピントを調舊ずる 

①フアインダー內で写したいものを確認 
して、シャッターボタンを半押しの状態 
にしまず。 


霞レンズの距離リングを左ちに回して、ピ 
ントを調璧しまず。 

ピントび合うとファインダー内の含焦 
マーク着び点灯して「ピピッ」と電子音 
び鳴りまず。 

® ファインダー内で含焦マーク善が点丹 
していることを確認し、シャツターボタ 
ンを巧しさりまず。 



♦ファインダー巧のマツト面を利用ずる 


7マニュアルフオーカス ( MF ) を設定ずる 

①フオーカスモードレバーを [ MF ] 位置に 
合わせまず。 


2 ピントを調舊ずる 

①ファインダー内で写したいものを確認 
し、レンズの距離リングををちに回し 
て、ピントを調整しまず。 

ファインダー内の映像び最もはっさり 
見えるように調整します。 

霞ファインダー內の映像が最もはっきり 
見えるのを確認し、シャッターボタンを 
巧しさりまず。 











ピント調整について 


測距点を設定する 

ファインダー内には、日つの測距点(才ートフオーカスポイント）び表示さ 
れています。オートに設定(【霞" P.28) していて、思った位置でピントび調 
整されないとさには、測距点を任意に設定することびでをます。 

任意に設定した測距点で測距でさないとを(測距点び点滅)に、隣接する測距点で測 
距を行います(測距点び点灯)。ペンタックスファンクションで隣接する測距点を利 
用しないように設定することびできます。Iが P. 122 


:□旦 


F- FA 政がのレンズ使巧時は、巨つの測距点のラち中巧下部の測距点1つのみび有効 
となります。 


測距点を設定ずる 

①フアインダーをのぞき、撮るものの位置 
を確認しまず。 


細 


ファインダー内の6つの測距点のどの位置でピン 
卜を調整しているのかは、測距点の点灯位置で確 
認します。 


ピントび合っている測距点 



人物にピントを合わせたいのに、ピ 
ントび中央でをってしまラ 
《ファインダー巧の表ち比率は、実際のもの 
と異なります。 


靈た富ずる 









霞測距点切り替えレバーを [ SEL ’ A ] ( SELECT ) 位置まで巧し上げなが！5、 
Tv 電モダイヤルを回し、ピントを合わせたい位置の測距点を点口させま 



測距点をいったん中央に戻すときは、測距点切り替えレバーを [SELECT] 位置まで巧し上 
げなび 5、Tv オートボタンを巧します。 

® 測距点切り曾えレバーか6指を離し、 

[ L ] ( LOCK ) 位置に合わせまず。 


測距点に合わせて撮霞ずる 

①フアインダーをのぞき、設定した測距点 
に写したいものが入るようにしまず。 















ピント調整について 


3 


霞シャッターボタンを半巧しの状態にし 
まず。 

フアインダーの測距点表示エ U アに、設 
定した測距点位置び点灯し、その位置で 
ピントび調整されます。 

感シャツターボタンを f 甲しきりまず。 


設定した測距点を解除ずる 

①測距点切り曾えレバーを [ A ] ( AUTO ) に 
置に合わせまず。 

設定した測距点位置を解除し、カメラに 
よる自動設定とな0ます。 



人物にピントび合います。 

《ファインダー巧の表ち比率は、実際のもの 
と異な0ます。 


I フオーカスロックで写真を撮る 


才ートフオーカスでピントを調整するときに、ピントを含ねせたいちの 
び測距点の範囲がにあるとさは、写したいわのにピントを合わせること 
びでをません。そんなときは、いったん測距点の範囲内で、写したいもの 
にピントを合わせて固定し(フオーカス□ック)、写真の構図を変えて撮影 
することびでをます。 


才ー トフ オーカスモー ドを設定ずる 


①フォーカスモードレ/ (—を [ AF . S ] 位置 
に合わせまず。 


お 


フォーカス□ックで撮影するとさは、フォーカス 
モードを[冉 F.S] けートフォーカス•シングル)に 
設定してください。 



靈た富ずる 

















フオーカスロックで撮影ずる 

①撮りたい写真の構図をフアインダーで 
確認し、ピントを合わせたいものび、ど 
の測距点にもかかっていない場合に、 
フオーカス□ックで撮影しまず。 

ちの図では、人物にピントび合わずに背 
景にピントび合ってしまいます。 


霞ピントを合わせたい被写体をファイン 
ダーの中むにして、シャツターボタンを 
半押しの状態にしまず。 

ピントび合うとファインダー内の合焦 
マーク儒び点灯して「ピピッ」と電子音 
び鳴ります。 

細 

• ピントを調整ずるとさに、シャッターボタン半 
巧しにする変わりに、冉 F ボタンを巧すことで、 
ピントを固定することちでをます。 

• 合焦マーク暑び点灯している間は、ピントび固 
定(フ ォー カス □ッ ク)されます。 

• フォーカスロックの状態で、ズームリングを回 
すとピントびずれることびあ0ます。 


測距点び人物にかかっていないと 



AF フレームび 人物にかかるよラに 
して、シャツターボタンを半押しの 
が態にします。 


《ファインダー内の表を比率は、実際のちの 
と異な D ます。 


感シャツターボタンを半巧しにしたまま 
で、撮りたい写真の構図に戻しまず。 


® フアイン ダー 内の合焦 マーク 偷び点丹 
していることを確認し、シャツターボタ 
ンを巧しをりまず。 


人物にピントが合います 


||'| 

简 

1'|, ■■ たづ 

わ 

山口、 n n h 1 

マ ーー、-/一一斌 

^ U _ U _ U __^ 做 


川 







































被写界深度について 


被写巧深度について 

写したいちののある部分にピントを合わせると、その前後のものにもピ 
ントび合う範囲びあります。このピントび合う範囲を被写界深度といい 
ます。 

ここでは、被写界深度をファインダーで確認する方まや、ピント位置と絞 
りの関係について説明します。 

I 被写巧深度を確認するープレビュー 

撮影ずるとさに、ピントの含っている範囲(被写界深度)を、ファインダー 
内で確認でさます。 

1 撮るものにピントを合わせる 

⑦撮るものにピントを合わせまず。 


2 プレビユーで巧写巧深度を巧認する 

⑦フアインダーを骗きなび5、電源スイツ 
チを [ ON ] 巧置か5 [役]巧置に合わは続 
けまず。 

現在ピントの合っている範囲び、フアイ 
ンダー内で確認でさまず。 



《フアインダー巧の表ち比率は、実際のもの 
と異な0ます。 



靈た富ずる 

















• 電源スイッチを[む]位置に合わせている間、ファインダー内の撮影情報の表示は消え、 
シャッターはされなくなります。 

• プレビューは、プ□グラム自動露出や絞り優先自動露出などすベての露出モードで確認 
でさます。 

• ファインダーで確認したピントの範囲と実隙の写真でのピントの範囲は、必ずしち一致 
しません。 

細 絞りとピントの合ラ節囲について 

被写界深度(ピントの合う範邸は、絞りを絞り込むほど深く（広い範囲にピントび合う）な 
0ます。 

細 

その他こ、広角レンズほど、また写したいものび遠くなるほど被写那果度は深くなります。 
ズームレンズには、機構上被写界深度の目盛りは付いていません。 


被写界深度について I 

I 絞0とシャッター速度の巧まについて 

写したいもの(被写体)の適正露出は、シャッター速度と絞り値の組み合 

わせで決ります。ただし、被写体の適正震出をまめるときのシャッター速 

度と絞り値の組み含わせはい < つもあ0、この組み含わせを選ぶことで、 

写真の効果を変えることびできます。 

♦シャッター速度の効果 

シャッター速度は、光びフィルムにあたる時間を長くしたり、短くして 

フィルムにあたる光の量を調整しています。 

♦シャッター速度を遅くずる 

• シャッ ターの開いている時間び長く 
なるため、写したいちのび動いていれ 
ば、写したいちのびぶれてしまいま 
す。 

• 川や通、波などをシャッター速度を低 
速にして撮ることで、動感のある写真 
になります。 

♦シャッター速度を速くずる 

• 動きのあるをのでわ動きを止めて写 
すことびでさます。 

• 写したいものび動いてなくてち、 

シャッターをさるとさに力^ラび動 
し、てしまラカメラぶれを防ぐことび 
でさます。 




機能をフルに巧用ずる 


〇 





♦絞日の効果 

絞りは、光びレンズを通るときの光束(光の太さ)をにくしたり、狭めたり 
してフイルムにあたる光の量を調整します。 


♦絞りを開いて光束を広くずる 

-ピントを含ねせたちのに巧して、その 
前懐のもののボケび大さ<なります。 
例えば、風景の中で人物を撮影する 
と、ピントを含わせた人物の前懐にあ 
る風景のぼけを大さくし、人物だけび 
浮を上びる効果びあります。 

♦絞りを絞ってお束を狭くずる 

-ピントの合ラ範囲び広び0ます。例え 
ば、風景の中で人物を撮影すると、ピ 
ントを合わせた人物の前後にある風 
景までピントを含わせることびでを 
ます。 



ル絞り側 
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内蔵スト□ボの使用について 


内蔵スト□ボを使用するときのスト n ボ発光モードの設定と、内蔵スト 
□ボを使用するとをに知っておさたい事項について説明します。 

I 発がモードを設定する 

発光モードを設定することで、撮影するとをに内蔵スト□ボび次のよう 
に発光されます。 

強制発光モード…撮影するときに必ず発光します（輕 "P.3 巧。 

赤目軽減モード…撮影する直前にか光量のスト□ボ発光を巧い、瞳孔を 
ルさくしてか5スト□ボ撮影を行うことで、目びホく写るのを目立たな 
<することびでさます。 

自動究光モード…プ n グラム自動露出に設定しているとをに、暗い場合 
や逆光などスト□ボ発光び必要なときにだけ、自動的に発光します。 

細 

• 内蔵スト□ボを使用ずるときは、レンズフードは使用しないでください。スト n ボの光 
を遮ることびあります。 

• 外付けスト n ボでを同様に自動発光び巧能です。 

1 内蔵ストロボを®巧できるが態にずる 

①電源が入つていることを確認し、スト □ 

ボボタンを巧しまず。 

スト□ボび跳ね上び0、スト□ボの自動 
充電び開始されます。 

電子ダイヤルディスプレーとファイン 
ダー内に > び表示されると、内蔵スト □ 

ボび使巧でさます。 






巧蔵スト□ボの使用について 



□ 


So FH.S 


《ファインダー巧の表示比率は、実際のちのと異なります。 


2 巧巧モードを設定する 

①側面ポタンを巧しなび 5、 Tv 電子ダイヤルを回しまず。 



電モダイヤルディスプレーの発光モードはしゴ下のよ5に表示されまず。 


[けみ' 


，口お 


スト□ボを唐して撮影ずる 


自動発光囚は、プ□グラム自動露出でのみ選択巧能です。 



























細 発光モードの表示について 

電子ダイヤルディスフレーに表おされる発光モードにより、内蔵ストロボは次のよラに 
発光します。 


表示されるトク 

発光モード 

スト n ボの発光状態 

ち 

強制発光 

シャッターをさると常にスト□ボび発光します。 

令 +@ 

強制発光+赤目堅減 

スト□ボを強制発光で赤目軽減機能が働さまず。*' 

4+0 

自動発光 

プ n グラム自動露出に設定している場合に、ス 


卜□ボ発光び必要なときだけ自動で発光しま 
す。自動発光は、測光方式の設定によりなのよ 
ラな条件で自動発光します。が 


分割測光 . 暗い場合と逆光の場合 

中央重点測光… 暗い場合のみ 
スポット測光… 暗い場合のみ 


+曰 

自動発光+赤目軽減 

自動発光モードでスト n ポび発光するとさに 
赤目軽減機能び働さます。* 

四 

ワイヤレス 

専用のスト n ボでワイヤレス機能を使用する 
ときに設定します。蜡= P . 102 

の + HS 

ワイヤレス +A イスピードシンク □ 

専用のスト n ボを使用して、 A イスピードシン 
クロ発光するときに設定します。蜡== P.1 日1 


*1 ;赤目軽減機能と AF36 日 FGZ などのスト□ボのスレーブ機能やワイヤレス機能を 
組み合わせると、1度目のプ U 発光で外付けストロボび発光します。スレーブ機能 
を使用するときは、赤目軽減機能は使用しないでください。 

*2: 自動発光モードはプ n グラム自動露出な外では設定できません（Iが P.6 日）。 












巧蔵スト□ボの使用について 


細 赤目を軽减するには 

一般に「赤目現象」といわれ、暗い中で人物のスト□ボ撮該を巧ったとさに、スト n ボの光 
び目の網膜に反射して目びホく写る現象です。赤目を完全に防ぐことはできませんび、政 
下のちまで赤目を軽減できます。 

• できるだけ周りを明るくして撮影ずる 

• ズームレンズを使用するときは、広角側にして近距離で撮影ずる 
• 外付けスト□ボを使用ずるときは、スト n ボをできるだけカメラから離す 

I 内蔵ストロボについて、わつと知日たい方へ 

内蔵スト□ボを使用するときに、絞り値か5スト□ボ撮影の可能距離を 
計算する方法や F’FA レンズとの適合性などについて説明します。 

♦絞日値か6ストロボ撮霞可能距謎を計算ずる 

撮影時に選択されている絞0値を確認し、政下の方法で撮影距離を計算 
して < ださし、。 

細 

ただし、日. 7m 政下の距離では使用でさません。日. 7m より近距離で撮影すると、ストロボ 
光のムラやケラレ、露出オーバーの原因になります。 

遠距離の目ま ガイドナンバー-使用絞り値 
近距離の目ま 遠距離側目安-已 * 1 

*1 :割り算に使用した数値「巳」は、内蔵スト□ボを単独で使用した場合にのみ適用され 
ます。 


スト□ボを唐して撮影ずる 


ガイドナンバーは、使用するフイルム感度 ( IS 日)によりおよそ UTF のよう 
になります。 


フィルム感度（侶〇) 

ガイドナンパー 

IS02 已 

巨 

に〇已〇 

8.5 

に0100 

12 

に0200 

17 

に0400 

24 


例：に日1日日のフィルムを使用し、絞り値 F 2.8 でスト□ボ撮影するとき 
は、のように計算します。 

遠距離の目安 ガイドナンバー [12]- F 乙8 =約 4.3 m 
近距離の目安 4.3 -日=約日.目 

したびって、約日. 9 m 〜 4.3 m の範囲でスト□ボび使用でさます。 

細 撮影距離か5絞り値を計算するには 

撮影距離か5絞り値を計算ずるときは、政下のよラに計算します。 

ガイドナンバー-撮影距離二絞り値 

計算で出た数値び「3」のように、レンズの絞り値にない値になったときは、一般的に数字 
のルさいほうに .8] に設定します。 










巧蔵スト□ボの使用について 


♦内蔵スト□ボ使用時の F • F A レンズ適さ性について 

内蔵スト□ボを使用して撮影するときの F ‘ FA レンズの適含性について 
説明しまず。 


化 


スト n ボ撮影に不適切な F’FA レンズを使巧した場合、充電完了後にシャッターボタンを 
半巧しにすると、電子ダイヤルディスプレーやファインダー内の4び点滅して警告しま 
す（蜡 =p.3 し33)。 

警告び出た状態で撮彰すると、画面の四隅び暗くなるケラレび出たり、画面下部に半円の 
ケラレが出ますのでごミち意ください。 


巧蔵スト□ボ使用時の F ’ FA レンズ適合表 

〇：使用巧 A :記載条件でケラレび発生する場合あり 


X: ヶラレび発生する 



レンズ名 

適合 

F 17 〜2扫 mmF 3 .已〜4.己 

X 

FA 20 〜3己 mmF 4 AL 

A 

焦点距離 24 mm 未満でケラレび発をする場合あり 

FA 24 〜白 0 mmF 3 .已〜4.已 AL ( IF ) 

A 

焦点距離 28 mm 未満でケラレび発をする場合あり 

FA *2 扫〜 70 mmF 2‘8 AL 

A 

焦点距離 35 mm 未満/焦点距離 40 mm で 
撮影距離1 mJ ； (下でケラレび発生する場合あり 

FA 28 〜 70 mmF 4 AL 

〇 

FA 28 〜 80 mmF 3 .巳〜已.日 

〇 

FA 28 〜目 0 mmF 3 .已〜已.日 

〇 

FA 28 〜10已 mmF 3.2 〜4.已 AL ( IF ) 

〇 

FA 28 〜10已 mmF 4 〜已.日 （ IF ) 

〇 

FA 28 〜200 mmF 3.8 〜已 .6 AL ( IF ) 

A 

焦点距離 28 mm / 焦点距離 35 mm で 
撮影距離1 m 凹下でケラレび発生する場合あり 

F - F 冉3巳〜扫 0 mmF 4 〜己.巨 

〇 

FA 70 〜200 mmF 4 〜已.白 

〇 

FA *80 〜200 mmF 2.8 ED ( IF ) 

〇 

F - FA 80 〜200 mmF 4.7 〜已.己 

〇 

FA 扫〇~3吕日 mmF 4 .已~已.6 

〇 


スト□ポを使用して撮影ずる 





















レンズ名 

適合 

F- F 冉 10 日〜 300 mmF4 .己〜己.日 

〇 

FA 100 〜 300 mmF4.7 〜已.扫 

〇 

FA*2 己曰〜 600 mmF 已.巨 ED(IF) 

X 

FA20mmF2.8 

X 

FA24mmF2ALClF) 

〇 

FA28mmF2.8 冉 L 

〇 

FA31mmF1.8AL Limited 

〇 

FAS 已 mmF2 冉 L 

〇 

FA43mmFl. 白 Limited 

〇 

FA 已 OmmFl.4 

〇 

FA 已 OmmFl.7 

〇 

FA77mmF1.8Limited 

〇 

FA* 扫己 mmF1.4(lF) 

〇 

FA13 已 mmF 吕 .8(IF) 

〇 

FA*200mmF2.8ED(IF) 

〇 

FA*300mmF2.8ED(IF) 

X 

FA* 300 mmF4 .已 EDOF) 

〇 

FA* 400 mmF 已.已 ED(IF) 

〇 

FA*600mmF4EDCIF) 

X 

FA マク□已 OmmF 吕 .8 

〇 

FA マク □1 00 mmF2.8 

〇 

FA マク □1 曰 0mmF3 .已 

〇 

FA ★マク □200mmF4ED(IF) 

〇 

FA ソフト吕扫 mmF2.8 

〇 

FA ソフト 8 已 mmF2.8 

〇 






























外付けスト□ボの使用について 


か付けスト□ボの使用にごいて 

カメラの内蔵スト□ボで光量び不足するときは、別売0のが付けスト □ 
ボを利巧してください。 TTL 才ートで撮影するち法や AF 3 色日 FGZ を使 
巧してワイヤレス機能で撮影したり、八イスピードシンク□で撮影する 
方法について説明しまず。 

ただし、ご使用のが付けスト□ボにより使用できる機能び異なりますの 
で、攻下の説明を参照の上ご使用ください。 

I ストロボの機能一覧 

内蔵スト□ボと別売りのが付けスト□ボで使用可能な機能について説明 
します。ご使用のスト□ボの機種を確認の上ご使巧くださし、。 


〇 


カメラの磯能 

A 

B 

C 

D 

E 

F 

赤目軽減磯能び使用でをる 

〇 

〇 

〇 

X 

〇 牛 1 

X 

スト□ボ自勘発光びでさる 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

スト□ボ充電完了で、スト□ボの 
同調速度に自動的に切り替わる 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

プ□グラム自動露出、シャツター優先 
自動露出では絞りび自動セツトされる 

〇 

〇 

〇 

〇 

日が 

〇 牛2 

ファ インダー内でオートチ エツ クで舌る 

X 

〇 

〇 

〇 

X 

X 

TTL オートスト□ボ撮影びでをる P . 日 8 

〇 

〇 

〇 

〇 

日牛3 

X 

P-TTL 才ートスト□ボ撮影びできる.日扫 

X 

〇 

X 

X 

X 

X 

低速シンク□撮影びできる i ^ p .107 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

AF 補助光び使用でをる 

〇 

〇 

〇 

〇 

X 

X 

樓幕シンク□撮影びできる*4 

〇キ已 

〇 

〇 

〇 

X 

X 

光量比制御モードで撮影びできる*6 

X 

〇 

〇 

X 

X 

X 

スレーブ磯能び働< 

X 

〇 

〇 

X 

X 

X 

マルチストロボび勸く 

X 

X 

0*7 

X 

X 

X 

从イスピードシンクロで撮影びできる 

X 

〇 

X 

X 

X 

X 

ワイヤレスで撮影びできる 

X 

〇 

X 

X 

X 

X 


スト□ボを唐して撮影ずる 

























A: 内蔵スト n ボ 
B :冉 F 3 目日 FG 之 
C :冉 F 已白日 FT 之、冉 F 33 白 FT 之 
D : 冉 F 4 日日 FT 之、 AF 24 日 FT 

E :冉 F 400 T、 冉 F2S0T、AF 200 T、 冉 F 日 80C、 冉 F14 日 C、 冉 F 200 SA 
F :冉 F2 日 0S、 冉 F1 色0、冉 F140 

*1 : AF28 日 T、 冉 F40 日 T で、ファインダーオートチェックを日 FF にし、 TTL 才ートに設 
定した場合のみ使用できます。 

* 吕： E (冉 F2 日日 SA を除く）のスト n ポで、 MS (マニュアルシンク n)、M (マニュアル)で 
使用するときや F のスト n ボを使用するときは、絞り優先自動露出またはマニュア 
ル露出、バルブで撮影して < ださい。フ□グラム自動露出またはシャッター優先自 
動露出では、絞り値び変化しますので使用できません。 

*3: AF2 日 0S 冉では、 TTL オートスト □ ボ撮影できません。 

* 4 :シャッ ター速度は、1 / 目日秒な下になります。 

* 日：曰または C、D のスト□ボと組み合わせて後幕シンク□び巧能です。 

*6: シャッ ター速廚ま、1/6日轉攻下になります。 

*7: AF330FT 之は不可。 


P - TTL 才ートで撮誘する 

P-TTL オートでは、撮影直前にスト□ボをプリ発光させ、目分割で測光す 
るため、より正確な制御び巧能です。ワイヤレスでも P-TTL オートび可能 
です。 


細 


P-TTL オートは AF3 目 0FGZ との組み合わせでのみ巧能です。 


スト□ボをセットずる 

①カメラのホットシューカバー Fl を取り 
外しまず。 




取りがしたすットシューカバーは、ストラップの 
ポケットに入れておくと梗利です（【驴 ■ P . 14)。 






外付けスト□ボの使用について 


②スト□ボを取り付けまず。 


2 P-TTL 才ートに設定ずる 

⑦スト□ボ①電源スイッチを入れまず。 

②スト□ボ①発ホモードを P - TTL 才ートに設定しまず。 

is? 

• AF3 日 OFGZ 段外のスト□ボでは TTL オートになります。 

• 操作ちまについては、列付けスト n ボに付属の使用説明書を参照してください。 

3 撮影ずる 

①スト□ボの巧電完了を確認しまず。 

感ピントを合わせて撮影しまず。 

im 

• スト□ボの充電び完了ずると、カメラのシャッターボタンを半巧しにしたときに、ファ 
インタ’一巧に^び点灯します。 

• が付けスト n ボでを自動発光は働さます。写すをのびおるいとスト n ポは発光しません 
ので、曰中シンク n 撮霖ではご注意ください。 

I 八イスピードシンク□モードで撮該する 

AF3 日 OFGZ を使用することで、 1/180 秒より速いシャッターま度で 
ち、スト□ボを発光して撮胃》することびでさます。八イスピードシンク □ 
は、スト□ボをカメラに取り付けてち、ワイヤレスでち使用でさまず。 





スト□ボを使用して撮影ずる 


巧 





♦ストロボをカメラに巧日付けて撮該ずる 



2 


スト□ボをセツトする 

⑦カメラのホツトシユーカバー Fl を取り 
列しまず。 

细 

取り外したぶツトシユーカバーは、ストラツフの 
ポケツトに入れておくと梗利です（【狸 = p . 14)。 

霞スト□ボを取り付けまず。 

® 露出モードをプ□グラム自動露出 ly 外 
にしまず。 



スト□ボ側を HS ( A イスピードシンクロ）に設定ずる 

①スト□ボの発光モードを HS り V イスピードシンク□りこ設定しまず。 


細 

操作ちまについては、外付けスト□ボに付属の使用説明書を参照してください。 


3 バイスピードシンク□で撮霞ずる 

①スト□ボの巧電完了を確認しまず。 

霞ピントを合わせて撮影しまず。 

細 

• ストロボの充電び完了すると、カメラの シャッター ボタンを半巧しにしたとさに、 ファ 
インダー内に>び点灯します。 

• シャッター速度び1/18日秒を超えた攝をのみ八イスピードシンク□となります。 

• 露出モードびプ n グラム自動露出ではノ V イスピードシンク n はできません。 







外付けスト□ボの使用について 


♦スト□ホをワイヤレスで撮緊ずる 

1 ストロボをカメラか6離してセットずる 

⑦スト□ボを発光させたい位置に固定しまず。 

⑤スト□ボの電源スイッチを 「W 旧 ELESS」 にしまず。 

③ワイヤレスモードを S (スレーブ）にしまず。 

• 操作方法については、外付けスト□ボに付属の使巧説明書を参照してください。 

• ワイヤレス制御については1日2ページを参照してください。 

2 カメラ側を HS ( A イスピードシンク □) に設定ずる 

①スト□ボボタンを巧して、內蔵スト□ボを使用できるが態にしまず。 

⑤側面ボタンを巧しなが! 5、Tv 電子ダイヤルを回し、の HS を表示しまず。 



感内蔵スト□ボとが付けスト□ボの巧電完了を確認しまず。 

® ピントを合わせて撮影しまず。 

お 

• 内蔵スト□ボの充電び完了すると、カメラのシャッターボタンを半巧しにしたときに、 
ファインダー巧に4び点灯します。 

• シャッター速度び1/180秒を超えた場合のみ八イスピードシンク□となります。 


スト□ボを唐して撮影ずる 







ワイヤレスモードで撮該する 


AF3 日 OFGZ を使用ずることで、カメラとスト□ボをコードで接続しな 
いで、スト □ ボ撮影することびできまず。 A イスピ ーN ノ麻塔 N □ の機能 
ち、ワイヤレスでち使用でさまず（幅 =p . 101)。 


J スト□ボをカメラか百離してセットずる 

⑦スト□ボを発光させたい巧置に固定しまず。 

② スト□ボの電源スイッチを 「 W 旧 ELESS 」 にしまず。 

③ ワイヤレスモードを S (スレーブ）にしまず。 

操作ちまについては、外付けスト□ボに付属の使用説明書を参照してください。 

2 カメラ側をワイヤレスに設定ずる 

⑦ スト□ボボタンを巧して、巧鼠スト□ボを使用でさるが態にしまず。 
⑤ 側面ボタンを巧しなび 5、 Tv 電子ダイヤルを回しのを表示しまず。 



③ 巧嵐スト□ボと列付けスト□ボの巧電完了を確認し、撮霞しまず。 

• 内蔵スト□ボの充電び完了すると、カメラのシャッターボタンを半巧しにしたときに、 
ファインダー内に夕び点灯します。 

• 内蔵ストロボの代わりに、 AF 3 目 0 FG 之を力方ラに直接取り付けても、ワイヤレスモー 
ドび可能です。 










外付けスト□ボの使用について 


化 ワイヤレススト□ボ制御について （ P - TTL 撮影） 

AF3 日日 F 白之をワイヤレスで使用するとさには、スト□ボが発光されるまでに内蔵スト □ 
ボと AF3 己 OFG 之間で政下のよラな情報伝達び行われています。 

①シャッターボタンを巧しきる 

霞内蔵スト n ボびル光量発光(カメラ側の発光モードを伝達） 

通外付けストロボびル光量発光(被写体の状態を確認） 

④内蔵スト n ボびル光量発光(発光量を外付けスト□ボに伝達） 

*HS(A イスピードシンク □) び設定されている場创ま、発光時間を伝達するためにこ 
の後内蔵ストロボびちラー度ル光量発光します。 

⑥外付けストロボび本発光 

ペンタックスフアンクシヨンのN0.1日で、内蔵ストロボをが付けスト□ポへの情報伝達 
用としてだけ使ラか、露出に影響を与える発光わするかを選択でさます。 

ワイヤレススト□ポ制御のチャンネル設定について 

ワイヤレス制御を巧う場合、力方ラと AF36 日 FG 之のチャンネル(例: cm) を合わせる必要 
びあります。合わせちは、 AF3 目 0FG 之をカメラに取り付け、カメラの電源を入れた後、 
シャッ ターボタンを半巧しすると、 AF3 目日 FG 之のチャンネルびカメラ側に設定されます。 

I 内蔵ストロボと同時にほ用する 

内蔵スト□ボとが付けスト□ボを同時に使用する方法について説明します。 
内蔵スト□ボとが付けスト□ボを同時に使用するには、 UTF の別売りア 
クセヴリーび必要です。 

• ホット シュー アダプター Fg 
• オフカメラ シュー アダプター F 
-延長コード F 日 P 

1 ストロボを取日付ける 

①カメラのホットシューカバー Fl を取り 
巧しまず。 

取りがしたホットシューカバーは、ストラップの 
ポケットに入れておくと梗利です（【驴 ■P.14)。 



スト□ボを唐して撮影ずる 






霞カメラにホットシユーアダプタ ー Fg を取り付けまず。 

感ホットシユーアダプタ ー Fg に延長コード F 已 P を取り付けまず。 

® オフカメラシユーアダプタ ー F を云脚などで固定しまず。 

愈オフカメラシユーアダプタ ー F に延長コード F 日 P を取り付けまず。 
⑥オフカメラシユーアダプタ ー F の上にストロボを取り付けまず。 

③巧蔵スト□ボを上げまず。 




AF 已〇日 FTZ では、オフカメラシューアダフタ ー F を使用しなくても、直接延長コード F 已 P 
をつなぐことびでさます。 

感ホッ t 



④オフカメラシュー 
アダプタ ー F 


参か付けスト□ボを複数使用する場合 


オフカメラ シュー アダプタ ー F 













外付けスト□ボの使用について 


I 巧量比制御シンク□で撮霞する 

内蔵スト□ボや複数のスト□ボを組み含わせることで、スト□ボの光量 
の違いをが用した撮影(光量比制御シンク□撮影)びできます。 

光量比制御シンクロで撮影できるストロボは、 AF3 日日 F 白之、 AF33 日 FT 之、 AF 日日 OFTZ 、 
または内蔵スト□ボです。 

♦内蔵スト□ボとか付けストロボを組み台わせる場合 

1 か付けストロボの準備をします 

⑦列付けスト□ボをカメラか5離して設置しまず。 

细 

• すツトシユーグ U ツプを使用すると TTL 調光び正しく働かないことびあります。 

• 接続方まは 104 ページをご覧ください。 

霞スト□ボのシンク□モードを光量比制御モードに設定しまず。 

お 

設定ちまについては、スト n ボに付属の使用説明書を参照してください。 

2 撮彰ずる 

①内蔵スト□ボを上げまず。 

霞の蔵と外付けスト□ボの充電完了を確認しまず。 

感ピントを合わせて撮影しまず。 

お 

• 光量の比率は、内蔵スト n ボび 1 に対してが付けストロボは吕(複数の場合は合計)にな 
0ます。 

• 光量比制御シンク n 撮影では、シャツター速度の上欄ま 1/60 秒になります。 


スト□ボを唐して撮影ずる 


♦複巧のか付けスト□ボを組み合わせる場合(内蔵スト□ボなし） 

1 スト□ボの準備をしまず 

①列付けスト□ボをカメラか5離して設置しまず。 

細 

• すットシューグリップを使用すると TTL 調光び正しく働かないことびあります。 

• 接続方法は] 04ページをご覧ください。 

霞必要なスト□ボのシンク□モードを光量比制御モードに設定しまず。 

細 

光量比制御モードに設定したスト n ボの光量び「2」に対して、設定していないスト n ボの 
光量は「1」で制御されます。 

設定ちまについては、ストロボに付属の使用説明書を参照してください。 

ム 撮影ずる 

①ずベてのスト□ボの巧電完了を確認しまず。 

霞ピントを合わせて撮影しまず。 

細 夕 ■! ■付けスト□ボのを 打撮穀 について 

2個 iU 上のスト n ボを同時使用する場合の使用上のを意事項について説明します。 

♦r スト□ボの機能一覧」 （IT'P. 日 7) を参照して政下の組み合わせで使用してください。 
•同じタイプ(曰〜 F) どラしを組み合わせて使用してください。 

•違ラタイプを使巧する場合は、 C と D、 あるいは E と F と組み合わせて使用してくださ 
い。 

♦内蔵スト□ボは、どのタイプのスト n ボとも組み合わせて使用できます。 


列付けスト□ボの使用について 

I 低速シンク□で撮霞する 

夕景などを背景に人物を撮影するときに、低速シンク□を利用すると人 
物と背景ををれいに撮影することびできます。低速シンク□撮影は、内蔵 
スト□ボまたはどのタイプのが付けスト□ボでを撮影することびできま 
す。 

低速シンク n 撮影では、シャッター速度び遅くなります。カメラぶれを防ぐため、カメラ 
を^脚などで固定してください。 

♦マニュアル露出で撮彰ずる 
1 ストロボを準備ずる 

⑦内蔵スト□ボを使用ずるときは、スト□ボボタンを巧してスト□ボを上 
げまず。 

細 

外付けスト n ボを使用するときは、外付けスト n ボの電源を入れます。 

£マニュアル露出に設定ずる 

①レンズの絞り才ート□ックボタンを巧しなが5回し、絞り値を設定します。 
霞 Tv 電子ダイヤルを回してシャッター速度を設定しまず。 

電子ダイヤルディスプレーに nvu (マニュアル)と設定したシャッター速 
度び表示されます（蜡 "P. 目已)。 

スト□ボの充電完了と適正露出を確認します。 



スト□ボを使用して撮影ずる 


⑤ピントを合わせて撮影しまず。 


♦シャッター優巧自動露出で撮該ずる 

1 シャッター優巧自動露出に設定ずる 

①レンズの絞り才ート□ックボタンを巧しなが5回し、 [ A ] 位置に合わせまず。 
⑤ Tv 電子ダイヤルを回して1/180秒な下のシャッター速度を設定しま 
ず。 

と スト□ボを準備ずる 

手順1と吕を逆にすると、背景び適正露出にな5ないことびあります。 

①内蔵スト□ボを使用ずるとをは、スト□ボボタンを巧してスト□ボを上 
げまず。 

が付けスト n ボを使用するときは、外付けスト□ボの電源を入れます。 


3 ピントを合わせて撮該します 


外付けスト□ボの使用について 


I ストロボの使用について 

スト□ボを使用するときのミ主意事項について説明します。 

♦内蔵スト□ボと専用ストロボの使用について 

♦内蔵スト□ボとペンタックス専用の外付けスト□ボを組み合わせて同 
時に使用した場合、が付けスト□ボび後幕シンク□に設定されている 
と内蔵スト□ボも懐幕シンク n になります。 

♦撮影するとをは、各スト□ボの充電び完了してか5シャッターををっ 
て < ださい。 

♦他社製ストロボの使用について 

♦他社製スト□ボを組み合わせると、故障の原因になる場合びあります。 
ペンタックス専巧オートスト□ボの使用をお勧めします。 

♦スタジオ用の大型スト□ボでは、極性び逆になっているちのびありま 
す。このタイプでは、本カメラと組み含わせてちスト□ボび発光しませ 
ん。詳しくは、スト□ボの^-力一にご相談くださし、。 

♦大型スト□ボと組み合わせて使用するときは、媛幕によるケラレを防 
ぐため、同調速度より一段低いシャッター速度でのご使用をお勧めし 
ます。 


スト□ボを富して撮影ずる 


⑩ 
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フアンクシヨンキーの機能 


ペンタツクスフアンクシヨ 


本磯には、使巧目的に合わせてカメラの各機能を設定できる19種類のペンタック 
スフ アン クシ ヨン 磯能びあります。 


• 電子音の設定 

[ F 1] 

電モ音の有無を設定 

辟 P. 116 

♦露出に関ずる設定 

[ F 2] 

プ□グラムライン（ノーマル/高速優先/深度優先/ MTF ) を設を 

le ^ p . i 17 

[ F 3] 

才ートプラケット撮影時の撮影枚数を設定 

蚊 P' 11日 

[ F 4] 

才ートプラケット撮影時の撮影順序を設定 

熙 P' 120 

[ F 引 

分割測光時にピント調藝した位置に応じて露出を 
自動調整するかどラかを設を 

醉 P '120 

[ F 日] 

AF ボタンに AE □ックの磯能を持たせるか、持たせないかを設定 

I ^ p .121 

[ F 7] 

セットされたフィルムの感度を自動設定ずるか、しないかを設定 

廊 p '12] 

• 才一 

トフォーカスの設定 


岡 

任意に設定した測距点でピント合せびできないとさに、 

隣接ずる測距点に切り替えるかどラかを設定 

t ^ p .122 

♦スト□ポの設定 

[ F 9] 

内蔵スト□ボの充電び完了する前にシャッターをきれるよラにするか 
どラかを設定 

I ^ p '122 

[ F 10] 

ワイヤレスモード設定時、内蔵スト□ボをストロボとして発光させるか、 
ワイヤレス巧のコント □ー ラとして発光させるかを設定 

觀 P '123 

[ F 11] 

AF 3 日 OFGZ でワイヤレスモード設定時、照明ボタンを巧したとさの 
内蔵スト□ポの発光方法を設定 

熙 P '123 


















フアンクシヨンキーの機能ーペンタックスフアンクシヨン 


• フィルム普き戻しの設定 

[ F 12] 

フイルムを巻き戻したとさの U —ダーのげ態を設定 

懐"" P . 124 

[ F 13] 

フイルムび終了したときの巻き戻しを、自動か手動で行うかを設定 

惕^ P ' 12ち 

• セルフタイマーの設定 

[ F 14] 

セルフタイマー撮影時のシャッターびされるまでの時間を設定 

辟 P ' 12已 

♦撮影データ印字の設定 

[ F 1 引 

撮影データを印字ずるとをの濃さを設定 

唆^ P ' 12巨 

• 操巧ポタン/ダイヤルの設定 

[ F 16] 

シャツ ターポタンの半押し状態で、ピント合わせをずるか、 

しないかを設定 

辟 P ' 12巨 

[ F 17] 

TV 電モダイヤルの設定ち向を時計回りと反時計回りの 
どちらで殺値を進めるのかを設定 

辟 p '127 

♦マウント指標ランプの設定 

[ F 1 到 

マウント指標ランプの点好を有効にずるか、無効にずるかを設定 

辟 p '127 

• リモコンの設定 

[ F 19] 

バッテ U — グ IJ ップ日 G -10 使巧時の U モコンの作動時間を設を 

辟 P ' 128 


















I 設定の冨本操作について 


ペンタックスフアンクシヨン機能を設定するときの基本操作について説 
明します。 


1 フアンクシヨン No •(選択頃目)を表示 
ずる 

①露出補正□ツク解除ボタンを押しなが 
5露出補正ダイヤルを回し、 [ PF ] 位置に 
合わせまず。 

電子ダイヤルデイスプレーに [P 鬥び表 
示されます。 



霞 Tv 電子ダイヤルを回して、設定ずるファ 
ンクシヨン No . (選択項目）を表示しま 
ず。 

電子ダイヤルデイスプレーにファンク 
シヨン N 日力'く表示されます。 


例：オートブラケツト握影時の握影 
枚数を設定ずる場合 











フアンクシヨンキーの機能ーペンタックスフアンクシヨン 


2 設定ま号を表おずる 

① AE □ックボタンを巧して、設定番号徵 
定内容)を表示しまず。 

電子ダイヤルディスプレーに設定番号 
び表示されます。 

画面の設定内容は、ファンクシヨン N 日. [ F 3] (才一 
ト ブラケッティ ング撮影時の撮影枚数を設定す 
る項目）を選択し、2(撮霖枚数2枚)を選択してい 
ます。 


霞露出補正□ック解除ボタンを巧しなが 
5露出補正ダイヤルを回し、 [0] 位置に 
合わせまず。 

細 

初期設定と異なる設定をした場をは、 [ PF ] が表示 
されます。 

WSf 設定をずべて設定前のげ態に戻ず 
には 

設定したペンタックスフアンクシヨン機能をす 
ベて初期状態(設定番号すベて1 ) に戻すには、 
下の操作にしたびってください。 

①露出補正 n ック解隙ボタンを巧しなびら露出 
補正ダイヤルを回し、 [ PF ] 位置に合わせます。 

霞 Tv オートボタンを2秒 L ソ上巧し続けます。 
電子ダイヤルディスプレーにに L ] び表示され、 
設定したペンタックスフアンクシヨン機能を 
ずべて設定前の状態(初期状態)に戻します。 
















通露出補正 n ック解除ボタンを巧しなび日露出 
巧正ダイヤルを回し、 [0] 位置に合わせます。 

電子ダイヤルディスフレーから [ P 鬥び消去さ 
れ、ペンタックスファンクシヨン機能び初期状 
態になっていることを表わします。 

I ペンタックスファジクシヨン機能を設定する 

ペンタックスファンクシヨン N □.順に、各選択項目と設定内容について説 
明します。 

ペンタックスファンクシヨン No. の表示方まや設定番号の表示方法につ 
いては r 設定の基本操作について」を参照してください。 

①露出補正ダイヤルを [PN 位置に合わせる 質 ファンクション No.’’-Tv 電子ダイヤルで変更 



③設定番号(設定内容)… AE □ックボタンで変更 


♦ [ F 1] 電子音の有無を設定ずる 

ピントび含ったときの含焦音れ AE □ック、セルフタイマー、フィルム枚 
数3日での残量警告の電子音を鳴5ずかどラかを設定します。 

♦フアンクシヨン No .:[ Fl ] 


♦設定番号： 

[1] …電子音を鳴5す 
[3] …電テ音を鳴らさない 












フアンクシヨンキーの機能ーペンタックスフアンクシヨン 


♦ [ F 2] プログラムラインを設定ずる 


通常の露出設定に対してシャツター速度をより高速にするのか、絞りを 
より絞0込むのか、使用 FA レンズの性能び最わ良 < なる絞り値を選択す 
るのかを設定します。 


♦フアンクシヨン No.:[F2] 

♦設定番号： 

[1] …通常プ□グラムライン 

[2] …シャッター速度をより高速に設定 

(高速優先プ□グラムライン） 

[3] …絞〇をより絞0込んで設定 

(深度優先プ□グラムライン） 

[4] …使用 FA レンズの性能び最も良くなるように設定 

(MTF 優先プ n グラムライン*) 

* レンスによって備図び異なり、 FA レンズ内にその情報を記録。 

im 

FA 24 〜日日 mmF3 .已〜4.已レンズでの各プ□グラムラインはな下の通りです。 




[1] 通常プ□グラムライン 


6 


4 


2 


0 


-2 


-4 


[ F ] 

64 

45 

32 

22 

16 

11 

8 

5.6 

4 

2.8 

2 

1.4 


30 8 2 1/2 1/8 1/30 1/125 1/500 1/2000 1/8000 

FA24~90mmF3.5~4.5 [IS0100] 






































[2] 高速優巧プ□グラムライン 



[3] 深度優先プ□グラムライン 



⑩ 









































































フアンクシヨンキーの機能ーペンタックスフアンクシヨン 


[4] MTF 優先プ□グラムライン 


8 10 12 14 16 18 20 22 24 [EV] に] 



FA24~90mmF3.5~4.5 [IS0100] 


♦ [ F 3] 才ートブラケツト撮影時の撮霞が数を設定ずる 

オートブラケツト撮影するとさの撮影枚数を設定します。 
♦フアンクシヨン No.:[F3] 

♦設定番号： 

[1] …3枚（[補正なし] 一 [アンダー] 一 [オーバー]の3枚） 

[2] …2枚（[補正なし]-^[アンダー]の2枚） 

[3] …已枚（[補正なし]、[アンダー]、[オーバー]、 [3 段階アンダー]、 

[3 段階オーバー]の己枚） 

* フアンクシヨン No . :[ F 4] の設をにより、撮影順序は変わります。 






































♦ [ F 4] 才ートブラケツト撮影時の撮彰順巧を設定ずる 

才ートブラケツト撮影するとをに、適正、オーバー、アンダー露出の撮影 
順序を設定します。 

♦フアンクシヨン No .:[ F 4] 

♦設定番号： 


設定番号 

撮影枚数3枚 

撮影枚数2枚 

撮影枚数已枚 

川 

け日い[-]イ十] 

け日]イー] 

け日]イ -] イ十]イ--]イ十+] 

に] 

[-] 一け日]一[十] 

卜]イ ±0] 

卜 -] ート]一け日]一[十]一[十 +] 

岡 

[十]一け日]一 [-] 

[+]イ±日] 

[十 +] イ十]イ±日]イ -] イ --] 



• 撮影枚数は、フアンクシヨン No . :[ F 3] の設定により異なります。 

• 上記のけ日」は補正なし、 r -」 はアンダー露出につある場合は2倍の補正値）、「+」は 
オー/ く一露出 （2 つある場合は2倍の補正値)を表わしています。 

♦ [ F 5] 測距点と露出させの関連付けを設定ずる 

分割測光を設定しているときに、ピント調整した測距点に応じて露出を 
自動調整するかどラかを設定します。 

♦フアンクシヨン No.:[F 曰] 

♦設定番号： 

[ 1 ] …露出の自動調整はしない 

[2] …露出の自動調整をする 






フアンクシヨンキーの機能ーペンタックスフアンクシヨン 


♦ [ F 6] AF ボタンを巧したとまの機能を設定ずる 

AF ボタンを押したときにピントだけを調整するか、 AE □ツクボタンの機 
能を持たせるかを設定します。 

♦フアンクシヨン No .:[ F 色] 

♦設定番号： 

[1] …ピントのみを調整する 

[引…ピント調整と同時に AE □ツクを行う 


細 


設定番号 [2] び選択された攝合、カメラの AE □ックボタンでの冉 E □ックはできなくなり 
ます。 




♦ [ F 7] フィルム感度の設定方法を設定する 

セツトされた日 X フィルムの感度を自動設定するか、しないかを設定しま 
す。 

♦フアンクシヨン No .:[ F 7] 

♦設定番号： 

[1] …セツトされた DX フィルムの感度を自動設定する 
[引…セツトされた DX フィルムの感度を自動設定しない* 

* 任意にフィルム感度を設定してくださしパ i ^ p .38)。 






♦ [ F 8] 測距点位置の測距巧態を設定ずる 

任意に設定した測距点位置で測距で走ないとさに、隣接する測距点で測 
距を行ラかどラかを設定します。 

♦フアンクシヨン No .:[ F 8] 

♦設定番号： 

[ 1 ] …設定した測距点に隣接する測距点で測距を行ラ 

[2] …設定した測距点に隣接する測距点で測距を行わない 



♦ [ F 9] 内蔵ストロボ巧電中のレリーズが態を設定ずる 

内蔵スト□ボの充電び完了ずる前に、シャツターびきれるようにするか 
どラかを設定しまず。 

♦フアンクシヨン No.:[F 目] 

♦設定番号： 

[1] …充電中は シャツ ターびきれない 
[引…充電中でわ シャツ ターび走れる 



♦ [ F 10] ワイヤレス設定時の内蔵スト□ボの巧巧が態を設定ずる 

AF 3 日日 FGZ でワイヤレスモード設定時、内蔵スト□ボをスト□ボとし 
て発光させるか、ワイヤレス用のコント□ーラとして発光するかどラか 
を設定します。 

♦フアンクシヨン No.:[Fl 日] 






フアンクシヨンキーの機能ーペンタックスフアンクシヨン 


♦設定番号： 

[1] …内蔵スト□ボをスト□ボとして発光する 
吃]…内蔵スト□ボをコント□ーラーとして発光する 

内蔵ストロボをコントローラーとして使用すると、内蔵ストロボは露出情報をワイヤレ 
ス専用スト n ボに伝達するだけで、実際に露出に影響をちえる発光はしません。 



♦ [ F 1 1 ] ワイヤレス設定時の照明ボタンの機能を設定ずる I 

AF3 日日 FGZ をカメラに取り付け時または、カメラから離した状態での 11 
ワイヤレスモード設定時、照明ボタンを押したときにスト n ボを発光さ M 
せないようにずるか、 AF3 色日 FGZ をテスト発光あるいは、モデ U ング発 • 
光させるかを設定しまず。 

♦フアンクシヨン No.:[Fl]] 

♦設定番号： 

[1] …スト□ボを発光させない 

た]…照明ボタンをテスト発光に使用する （1 回発光） 

[3] …照明ボタンをモデ U ング発光に使巧する(連続発光） 






♦ [ FI 2] フイルムの巻き戻しが態を設定ずる 

フィルムを巻を戻したとさに、フィルムを完全に巻を取るか、リーダーを 
残した状態にするか 、 U — ダーを残して再びそのフィルムの未撮影部分 
か 5 撮影でさるよラにするかどラかを設定します。 

♦フアンクシヨン No .:[ F 12] 



♦設定番号： 

[ 1 ] …フィルムを完全にきき取る 
[引… I 」ー ダーを残してきき取る 
巧]…リーダ— を残して未撮影部分か 5 撮影 


でさるよラにする 



設定ま号 [3] を設定すると、使用途中で巻き戻したフィルムを、指定したコマ数まで自動 
で送り再度撮霖することびできます。 

①フアンクシヨン No. [F12] で、設定ま号 [3] を設定します。 

霞フィルムを使用途中で巻き戻して取り出します （[T'p.sy)。 

* 巻き戻すときに、電子ダイヤルディスフレー ■ ~ 

ていた撮影枚数を必ず控えておいてくださし 



通別のフィルムで撮影をします。 - - 

④途中で取り出したフィルムを再度使ラときは、裏ぶたの開いた状態で、 Tv オートボタン 
を巧しなびら Tv 電子ダイヤルを回して、フィルムの撮影枚数を表示させます。 

* 撮影の重なりを防ぐため、1〜2コマ分先の撮影枚数を表おさせてください。 



⑥フィルムをセツトし、裏ぶたを閉じます。 

撮影枚数で指定したコマまで、自動でフィルムび送られます。 













フアンクシヨンキーの機能ーペンタックスフアンクシヨン 


♦ [ F 13] フイルムの巻き戻し方法を設定ずる 

フィルムび終了したとさに、自動で巻を戻すか卷さ戻さないかを設定し 
ます。 

♦フアンクシヨン No .:[ F 13] 

♦設定番号： 

[1] …フィルムを使い終わった時点で自 
動で巻さ戻す 

凹…フィルムを使い終わっても巻き戻 
さない 

*卷さ戻しボタンを押して巷き房してください 

(啜" P .37)。 

♦ [ F 14] セルフタイマーの時間を設定する 1 

セルフタイマー撮影時に、シャッターボタンを押しをってか 5 シャッ 11 
夕一びきれるまでの時間を12秒にするか、2秒にラーアップ機能付)に g 
するかを設定します。 

♦フアンクシヨン No .:[ F 14] 

♦設定番号： 

[ 1 ] …12秒後にシャッターびされる 
[引…ミラーアップの状態で2秒後に 
シャッターびされる 

細 ミラーアップ機能について 

通常の撮影では、シャッターびきれるときにミラーをアップします。ミラーアップ機能で 
は、ミラーアップによるぶれを軽減ずるために、あらかじめミラーをアップした状態で 
シャッターびきれます。ミラーアッフで撮影するときは、な下の操作にしたびってくださ 
い。 

① フアン クシ ヨン No.[Fl4] で、設定番号店]を設定します。 

霞撮該ずるとさは、ドライブレバーをの(セルフタイマー撮影)位置に合わせます。 

通撮影するものにピントを合わせ、シャッターボタンを巧しきります。 

=ラーをアップした状態で2秒'後にシャッターびされます。=ラーアップ直前の露出値 
で冉 E □ックされます。 








♦ [ FI 5] 撮影データ印字時の濃度を設定ずる 

撮影データを印字するとをに、印字する濃度の調整方法を設定します。 
♦フアンクシヨン No .:[ Fl 己] 

♦設定番号： 

[1] …セツトされているフイルム感度に合わせて自動で設定 

[2] …印字濃度を薄くする（高感度フィルム向） 

巧]…印字濃度を普通にする 

[4] …印字濃度を濃くする他感度フィルム向） 



tea 

• 設定ま号[2]、[3]、 [4] では [4] び最も濃く印字されます。 

• フィルム巻き戻し時点での設定び有効となります。 

♦[ F 1 巨]シャッターボタン半押しでのピント調舊方法を設定ずる 

シャッターボタンを半巧した状態で、ピント合わせをするか、しないかを 
設定しまず。 

♦フアンクシヨン No .:[ Fl 目] 

♦設定番号： 

[1] …ピント合わせをする 
[引…ピント合わせをしない 



設定番号凹に設定した場合は、 AF ボタンでピント合わせをしてください。 シャッ ターボ 
タンを半巧ししてもピント合わせは巧われません。また、 AF ボタンから指を離すとピント 
び含っていなくてを撮影でさてしまいますので、ピンボケにご注意ください。 






フアンクシヨンキーの機能ーペンタックスフアンクシヨン 


♦ [ F 17] Tv 電子ダイヤルの設定方向を設定ずる 


Tv 電子ダイヤルの設定ち向を時計回0と反時計回りのどち5で数値を進 
めるのかを設定します。 

♦フアンクシヨン No .:[ F 17] 

♦設定番号： 

[1] …反時計回りに回すと数値を進める 
[3] …時計回0に回ずと数値を進める 



♦ [ F 18] マウント指標ランプの点なが態を設定ずる 

レンズ取り外しボタンを押したときにマウント指標ランプを点灯するか 
どうかを設定します。 I が P .1 目 
♦フアンクシヨン No .:[ F 18] 

♦設定番号： 

[1] …点灯する 

[2] …点灯しない 




マウントアダプター K を使ラとさは、マウント指標ランプび点灯したままになりますの 
で、設定塞号 [2] に設定してください。 






♦ [ FI 目]リモコンのレリーズ時間を設定ずる 

リモコンボタンを押したとさに、3秒後にシャツターびされるのか、すぐ 
にきれるのかを設定します。 

♦フアンクシヨン No .:[ Fl 目] 

♦設定番号： 

[1] …3秒後に シャツ ターびされる 
[引…押した直後にきれる 





U モコンを使用するには、別売りの r バッテ U —グ U ップ目6-1〇」び必要です。 




各種レンズの使用について 


各種レンズの使用について 

本機と各種レンズを組み含わせたときに、使用できる機能について説明 
しまず。 




*[ ]內はマウント名です。マウント名については、レンスの使巧説日月書を参照してください。 

* 1:レンズの開放値び F2.8 より明るいレンズのみ (AF アダプターの説明書を参照)。 

*2:FI はフォーカスインジケーターの略。ファインダー内の合焦マークで、手動でピント合わせを行う。 
*3: レンズの開放 F 値び F 已.巨より明るいレンズのみ。 

*4: Ka 巧マウントレンズのみ。 

* 巳： F-FA ソフト扫巳 mmF 乙扫または、 FA ソフト 28mmF2.8 を除く。 

*6: A 已 OmmFl. 2の場合、絞り A 位置政外では中央重点測光になりまず。 

*7: 分割測光を選がしてを中央重点測光になります。 


































専用アクセヴリ ー 刷売)について 


本機には、次のような香種専用アクセサリーび用意されています。アクセ 
サ U- の詳細については、各サービス窓□にお問いをわせください。 

■バツテリーグリップ BG -10 


MZ-S 専巧の単3電池を使用するためのバッテ U —グ U ップ。別売りの U 
モ]ンによる U モ]ン撮影び巧能。また、操作性を重視し、グリップに縦 
位置撮影のためのシャッターボタンを配備。 




BG-1 日装着時は、このように構えることで、より手ぶれのかない撮影び 
でさます。 












専用アクセサリー巧 u 売)について 


撮影可能フィルム本数およびバルブ時間 
♦アルカリ電池を使用している場合 



フィルム本数(使巧温度吕〇む） 

-般撮影 

約目巳本 

スト□ボ撮影(使用率巳日〇/〇) 

約吕8本 

ストロボ撮影(使用率100%) 

約14本 

バルブ露出時間 

約18時間 


参リチウム電地を使用している場合 



フィルム本数惟用温度2日む） 

フイルム本数 (-1 日む） 

-般撮影 

約1巳日本 

約10日本 

スト□ポ撮影(使届率已0%) 

約巳0本 

約3巳本 

スト□ポ撮影(使届率100%) 

約30本 

約吕日本 

バルブ露出時間 

約2已時間 

約17時間 


■ケーブルスイッチ 



ワンタッチケーブルスイッチ CS -10 已 / CS -130 

MZ - S 専用のレ|」ーズコードです。コードの長さにより 
CS -1 0己の.已 m ) と CS -1 30(3 m ) の2種類び巧意されて 
います。 



⑩ 


















■ストロボ関運 


オートスト□ボ ‘ AF 3 色 OFGZ 

ガイドナンバー36のオートスト□ボ。スレーブ機能、光量比制御モード 
や先幕•懐幕シンク□撮影などび可能。 MZ-S と組み合わせると八イス 
ピードシンク□機能、ワイヤレス機能び巧能。 



オートスト□ボ ‘ AF 已〇 OFTZ 

ガイドナンパー己日の AF スポットビーム内蔵才ートスト□ボ。スレーブ機 
能、マルチ発光、光量比制御モードや先幕 • 懐幕シンク□撮影などび巧能。 

オートスト□ボ ‘ AF 330 FTZ 

ガイドナンバー33の AF スポットビーム内蔵オートスト□ボ。光量比制 
御モードや先幕•懐幕シンク n 撮影などび可能。 

マク□スト□ボ AF 140 C 

ガイドナンバ ー14 の接写用スト□ボ 

オフカメラシュークリップ CL -10 

AF3 日日 FGZ などを力方ラか5離して使用するときのセッティング用ク 
リップ。 

ホットシューアダプタ ー Fg 、 延長コード F 曰 P 、 オフカメラシュー 
アダプター F 

が付けスト□ボをカメラか5離して使巧するとさのアダプターと接続 
コード。 



専用アクセサリー(別売)について 


■ファインダー/レンズ関連 


マグニフアイヤー Fb 

ファインダー 中央部を拡大して みる アクセサ1」 一。 


レフコンパ’ータ ー A 

ファインダーを見る角度を日日度間隔に変えることびでさできるアクセ 
ヴ U —。 倍率は]倍と2倍に切0誓えることびでさます。 

is? 

取り付け時、カメラの裏ぶたの開閉を行うと、レフコンパ'-夕 一 A と接触することびあり 
ます。裏ぶた開閉時は、レフコンバーター A を外してください。 


AF アダプター 1.7 X 

才ートフオーカス巧でない F 2.8 よ0明るいレンズで、オートフオーカス 
撮影するためのアダプター。 



フィルター 

スカイライト•曇天用 ‘ UV •丫2•日 2’ R 2 •円偏光びあります。フィルター 
径は、4目 mm 、 日 2 mm 、 己 8 mm 、 目 7 mm 、77 mm の己種類です。 

细 

• 「64已レンス用アダプター K 」 をボディーに着脱するときは、アダプターの固定ネジの位 
置によってボディに当る場合がありますのでミ主意してください。当る場合は、固定ネジ 
の位置を変えてから操作を巧ってください。 

• オートフォーカス機構の一部に八ーフ S ラーを使用していますので、一般の偏光フィル 
ターを使用するとオートフォーカスや露出の精度び低下します。オートフォーカスで使 
用するときには、円偏光フィルターのご使用をお勧めします。 

また、露出の精度ち低下しますので、円偏光フィルターの使用をお勧めします。 

• マウントアダプター K 使巧時は、マウント指標ランプび点打したままになることびあり 
ます。ペンタックスフアンクシヨン N 日.18の設定を [2] でお使いくださし、。 



■ソフトケース CF -10 


MZ-S 専巧のソフトケース。ソフトケースは、バックケース應ぶ口とフ 
□ントケース(前ぶた)を組み合わせた物です。し U 下の説明にしたびって取 
り付けてください。 

① バックケースの底にある取り付けネジを、コインなどを使用して固定し 
まず。 



⑤ フロントケースをバックケースに取り付けまず。 



フ□ントケースには、 S 、 M 丄の3種類びあります。使用ずるレンスにちわせてお選びくだ 
さし、。 


⑩ 






■ フオーカシングスク u — ン/接写 


専用アクセサリー(別売)について 


次の種類び用意されています。 

GF -60( AF フレームマツト)一般撮影用(標準品) 


□ □(□)□ □ 


GG -60( 方眼マツト)構図設定用 (6 mm 間隔の方眼付) 










〔 

己〔 

D 

]□ 















オート接写リング K セット 

] 号、2号、3号のセット。 

力方ラとレンズの間に入れて使用する接写巧アクセサリー。自動絞0、開 
放測光対応。 

Sm 

オートべ□ーズ A は、力文ラに接触し、取り付けびできませんので、ご使用いただけませ 
ん/。 



















こんなとさは？ 


修理を依頼される前にわラー度、次の点をお調べください。 


♦ 電子ダイヤルデイスプレーに何を表示されない 

Check ! 電源が OFF になっている 

巧^電源スイッチを[日 N ] 位置に合わせてください （I が P .24)。 

Checks 電池び入っていない/逆にセットされている 

巧^電池のセット方向を確認して正しくセットしてください（吸 P .1 己）。 

Checks 電池が完全に消耗している 

巧^新しい電池に交換してください（煙 = P .43)。 

♦シャッターびきれない 

Check ! 電源が OFF になっている 

WSm 電源スイッチを [ ON ] 位置に合わせてください （【賢 P .24)。 

Checks 電池が入っていない/逆にセットされている 

電池のセット方向を確認して正しくセットしてください（辟 P .1 已)。 

Checks 電池消耗 マー クが点滅している 

新しい電池に交換してください（が P .4 靴 

Check 4 露出補正ダイヤルが [ D ] 位置/ [ PF ] 位置/[旧 0] 位置になっている 

EUa 露出補正ダイヤルを [ D ] 位置/ [ PF ] 位置/ [ ISO ] 位置にしてくださ 
しバ!^ P . 己8)。 

Check 已内蔵スト□ボが巧電中 

充電び完了するまで待ってください （I 驴 P .34)。 




こんなとをは？ 


♦ ピントび合わない 


Check ! ピントを含ねせたいちのが AF フレームの範固に入っていない。 

EUa 写したいちのを AF フレームに入れて撮影してください （【驴 P 名日）。 

Checks 撮影する距離び近ずぎる 

EUa 写したいものから離れて撮影してください（【が P .7 己）。 

Checks 才ートフ ォー カスの苦手なもの （蜡 = p .78) 

EUa 被写体とほぼ同じ距離のものに フォー カス□ックしたり （辟 P .83)、 
フォーカスモードレバーを [ MF ] 位置に含ねせ、 マッ ト面を利用して手 
動でピント調整をしてください（【矿 P .8 日)。 


Check 4 フオー カ スモー ド レバーが [ M 鬥位置になっている 



Check 己 


含焦マークやマツト面を利用して手動でピント調整をしてください 
(隨= P .7 日)。または、フオーカスモードレバーを [ AF . S ] 位置にして撮 
影してくださし'1(惚=口.7日)。 

フオー カスモードレバーが [ AF . 口位置になっている 



EUa [ AF . CK コンティニアスモード)では、萬に被写体にピントを合わせ続け、 
ピントび含っていない状態でちシャッターびきれます。（蜡= P .77)。 


Checks 

Ena 

Check ? 



ピントを合わせたいちのに測距点び合っていない 

ピントを含ねせたい測距点位置を任意に設定してください（ I 驴 P .7 己)。 

ピントを合わせたいちのが測距点の範囲が 

いったん測距点の範囲内で写したいちのにピントを合わせて固定 
口才ーカス □ッ ク）してくださし' 1(蜡=口.83)。 


♦ シャツターポタンを半巧ししてを才ートフオーカスび働かない 


Chekl ペンタックスフアンクシヨン No . 1巨で設定番号 [2] が設定されている 

Ena ペンタックスフアンクシヨン N 日.]巨で設定番号 [2] び設定されていると、 
シャッターボタン半押しでピント含ねせは行いません。 AF ボタンを巧してピ 
ントを調整してください。シャッターボタン半押しでピント台ねせを巧ラ場合 
は、ペンタックスフアンクシヨン N 0.1目で設定番号 [1] を設定してください。 




♦ フイルムの撮影な数び表示されない/進まない 


Check ! 電子ダイヤルディスプレーに 「 EJ が点滅している 

Ena フイルムが正しくセットされていません。フイルムを入れ直してくだ 
さい（幅 = P .2 の。 

Checks 多重露出撮影が設定されている 

Ena ドライブレバーが多重露出に設定されていると、同じコマに何度も写 
真を重ね続けます。他の撮影モードに設定してくださし' i ( trP . 己り。 

♦ フイルムびおわつてを自動で巻を戻らない 

Chekl ペンタックスファンクシヨン No.T 3で設定番号 [2] が設定されている 

EUa ペンタックスフアンクシヨン No . 13 で設定番号 [2] が設定されている 
と、フイルムを自動で巻き戻しません（蜡 = p . に已）。巻き戻しボタン 
を巧して巻さ戻してください。 

フィルムび終わったときに自動で巻き戻す場合は、ペンタックスファ 
ンクシヨンN 0.13 で設定番号 [1] を設定してください。 

♦ ファインダー内のシャツター速度や絞り値び点滅している 


Check ! プ□グラム自動露出に設定している場ち 

写したいちのが明るすざたり暗すざます。明るいとさにはちラかし暗 
い場所へ、暗いとさにはちラかし明るい場所へカメラを向けてくださ 
しバ吸 P . 日1)。 

Checks シャッター優先自動露出に設定している場含(絞り値が点滅） 

Ena 写したいちのが明るすざたり暗すざます。明るいとさにはシャッター 
速度を速く、暗いとさにはシャッター速度を遅くしてください 
(蜡 = P .巨3)。 

Checks 絞り優巧自動露出に設定している場含(シャッター速度び点滅） 

Ena 写したいちのび明るすざたり暗すざます。明るいとさには絞り値をル 
絞り側(数字の大さいほラ）へ、暗いとさには絞り値を開放側(数字の 
ルさいほラ）へ設定してください（蜡=ド.目己）。 





こんなとさは？ 


♦ 露出やシャツター運度びおちでをない 


Check ! [ HOLD ] レバーがち 測にある 

EUa [ HOLD ] レバーびち側にあると、 Tv 電子ダイヤルを回したり、 Tv 才一 
トボタンを押しても、 露出モードやシトッター速度は変更できませ 
ん。 [ HOLD ] レバーを左側にしてくださし、（晚 P . 已目)。 


♦ 巧属スト□ポび巧がしない 


Check ! 内蔵スト□ボが巧電中 

巧^充電び完了するまで待ってください（【が P .34)。 


Checks 電池消耗マークが点滅している 

巧^新しい電池に交換してください（蜡 ^ P .43)。 

Checks 発光モードが [ A ] (自動発光モード）に設定されている 

自動発光モードでは、写すものび明るい場合は発光しません。強制発 
光モードにすることで、明るい場合でも発光します（ I 驴 P . 日日）。 



♦ 曰巧や撮影データの号し込みび薄い 


Check ! 日付や時刻の写し込みが薄い 

内蔵電池 （ U チウム電池 CR 2025) を交換してください（邸' P .44)。 

Checks 撮影データの巧字が薄い 

因^ペンタックスフアンクシヨン No . 1巳で、印字濃度を調整してください 
(斷 P .126)。 





主な仕様 


•型式 

TTL スト□ボ内蔵マルチモード TTL 自動露出 AE ’ AF 3 己 mm - おレフカメラ 

♦画面サイズ 

己 4 x 3 巨 mm 

♦使用フイルム 

3己 mm フイルム [ J 1 3已バトローネ入り] 

3己 mmDX フイ J レム= 1302已〜已000、 

DX でないフイルムはに曰6〜巨400 

♦露出モード 

プログラム自動露出、シャッター優先自動露出、絞り優先自動露出、 
マニュアル露出、バルブ 

♦シャッター 

電子制御式縦走0フォーカルプレーンシャッター、 

才ートシャッター=1/日000をぶ〜30私、[無段階]、 

マニュアルシャッター=1/日0日0秒〜30秒、バルブ、電磁レ U -ブ、 

電源スイッチ日 FF 巧置でシャッターロック 

♦レンズマウント 

ペンタックスバヨネット Ka 巧[マウントレンズ情報接点付 K マウント]、 

マウント指標部照お磯能巧さ 

•使巧レンズ 

Kaf 2、 Kaf マウントレンズ、 

Ka 、 K マウントレンズ [ AF アダプター使用で AF 巧能] 

♦オートフオーカス機構 

TTL 位ネ目差検出式6点測お (S AF 0 X Vn ) 、 

才ートフォーカス作動輝度範团 Ev -1 〜18050100 F 1. 4レンズ付き）、 
フォーカス□ック巧能、フォーカスモード = AF . S / AF . C 働体予測巧]/ MF 、 
測距点切り替え可能 

♦バワーズーム 

Kaf 2 マウントレンズとの組み合わせにより使用可能 

♦ファインダー 

ペンタプ1」ズムファインダー、 

交換式ナチュラルブライトマットフォーカシングスク U - ン、視野率日2搬、 
倍率0.7已倍 [1.4/ 已 Omm - oo.-i m - i ]、 視度=-2.已〜+1.已 m - i ] 

♦ファインダー内表を 

フォーカス表ち、[偷]合焦=点な/合焦不能=点滅、シャッター速度表示、 
絞り表お、 [>] = スト□ボ情報、バーグラフ=露出補正値、 

マニュアル露出時のオーバー•アンダー表お、 [*] = AE □ック表お 

♦ LCD バネル表お 

[巧=プ□グラム自動露出、 [ Tv ] = シャッター優先、 [ Av ]= 絞り優先自動露出、 
[ M ]= マニュアル露出、フィルム感度=6〜日40 0、[ IS 0] = フィルム感度設定、 
シャッター速度、絞0値、[因]=撮影データフィルム印字設定、 

[ Q 0]=パトローネ•フィルム走巧•巻き取り、 [ G «] = 電池消耗、 

[相=内蔵スト□ボ巧電完了、[ち]点滅=スト□ボお勧め/不適切レンス書告、 
[<§>]= 赤目鞍咸機能、[因]=スト□ボ自動発光、晒]ニワイヤレス発光モード、 
[ HS ]= ハイスピ—ドシンク□モード、フィルム枚数=0〜39、 

[四]=ペンタックスファンクシヨン、[•袖=電子音、照明磯能あり 

♦プレビュー 

電モ式[全露出モードで使用可能] 

♦セルフタイ7— 

電子制御式、始動はシャッターボタン、12秒/2秒(ミラーアップ機能あり）、 
電子音の有無設定可能、作動後隅除可能 

♦才ートブラケット 

適正•アンダーオーバーの3〕マ連続段階露出び巧能け 1/2 EV 、±1 EV )、 
露出補正併巧可、撮影順序およびコマ数は変更可能 


















たラー 

クイック U 夕ーンミラー、ミラーアップ機能 (2 秒セルフ時可能） 

♦フイルム入れ 

オートローディング、裏ぶた閉じにより1枚目まで自動巻き上げ、 

畫ぶたにフィルム情報窓付 

•巻さ上げ•巻さ戻し 

内蔵モーターによる自動きを上げ’巻き戻し式、 

1コマ撮影•連続撮影[約2.己コマ/秒]、フィルム終了時自動巻き戻し、 

フィ j レム走行 • 巻さ戻し完了を LCD 表示、多重露出可能、 

途中きき房しボタンによる途中巻を戻し可能 

♦露出計•測光範囲 

TTL 開放分割測光(日分割）、測光範囲已 0 mm F 1.4 旧0100 EV 0 〜2し 
中央重点、スポット測光可能 

♦露出補正 

±3段階 [ EVKO .己段階 [ EV ] ごと設定可能） 

参 AE □ック 

ボタン式(タイマー式20秒間）シャッターボタン半押しで継続 

•撮影データの写し込み 

フィルムの画面を白に写し込み項目=フィルム本数、フィルム感度、 

印字濃度、露出モード、測光ち式、シャッター速度、絞り値、露出補正値、 
オートブラケット撮影の有お 

♦内蔵スト□ボ 

直列制御 TTL スト□ボ、 

ガイドナンバ ー12 [に日100 / m ] 吕 4 mm レンズをカバー、 

同調速度1/1目0砂しソ下、光量比制御可能 JS 0 連動範囲= 25〜目〇0、 

自動発光可能、赤目軽減機能 

♦シンク □ 

ホットシュー[ X 接点専巧スト□ボ接点付を]専用スト□ボ連動に0連動範 
囲= 2己〜800、同調速度1/ I 扫日秒が下、専巧スト□ボ使用で八イスピード 
シンク□、ワイヤレスシンク a . P - TTL 才ート巧能 

•ペンタックスフアンクシヨン 

1曰項目設定可能 

♦電源 

3 VI 」 チウム電池 CR 2 2個 

♦電池消耗警告 

バッテ U - マーク点1な[点滅時シャッターロック、ファインダー内表示は消巧] 

♦大をご•質量[重さ] 

13巨.已 mm [幅] X 日已 mm [高] X 日 4 mm [厚] X 已2日呂[ボディーのみ、電池別] 

•付属品 

ホットシューカバー " Fu ワンタッチレ U - ズソケットキャップ、 

カメラストラップ Fg 、 アイカップ F しファインダーキャップ 

データパック化様 

♦機構 

クォーツ制御、液晶表示式、デジタル時計、 

オートカレンダー[西暦204日年まで、閨年は自動修正] 

♦写し込み方法 

7セグ文ント巨が LCD , フイルム背面より写し込み 

•表示 

データ表お窓に L C D 表示、表示写し込み時一び2〜3秒間点滅 

•種類 

①年•月•曰、霞曰•時•分 、感 . [データ写し込みおし]、 

嚷月•日•年、壞日•月•年 

•使用フイルム感度 

IS 曰2己〜1600[感度自動セット] 

♦電源 

CR 202已[1」チウム電池] 

•発光回数 

約己000回 


























記号/巧数字 


か巧 


1コマ撮影 . 26 

6分割測光 . 71 

[A](AUTO). 扫3 

ADJUST ポタン . 46 

AE □ック . 白白 

AE □ックボタン . 9,6白 

AF.C (コンテイニアスモード） . 77 

AF.S (シングルモード） . 28.76 

AF アダプター . 133 

AF 補助光 . ...3 已 

AF ボタン .9.28.121 

Av (絞り擾巧自動露出） . 64 

bu (バルブ露出） . ...67 

D (撮影データ印字） . 39.126 

DATE ボタン . 18 

DX 情報ピン . 21 

DX フィルム . 20 

HOLD レ . 8,已白 

M (マニュアル露出） . 扫已 

MF (マニュアルフォーカス） . 79 

MTF 擾巧プ□グラムライン . 117 

P (プ□グラム自動露出） . 27.60 

PF (ペンタックスファンクシヨン）.... 25,114 

P-TTL 才ート撮影 . 白8 

SELECT ボタン . 46 

TTL 才ート撮證 . 98 

Tv (シャッター擾巧自動露出） . 己吕 

Tv 才ートボタン . 8 

Tv 電子ダイヤル . 9,127 


ち行 


赤目軽減モード . 90.93 

裏ぶた . 20 

裏ぶた開放レバー .8.20 

液晶照明ボタン .9.25.123 

才ートフォーカス . 28,7己 

AF.C (コンテイニアスモード） . 77 

AF.S (シングルモード） . 2扫,76 

苦手な被写体 . ... 78 

オートブラケットダイヤル.. 日.已已 

才ートブラケットモード 

撮影 ■§ る . 55 

露出補正と組み合わせる . 已7 

撮影枚数を設定する . 119 

撮影順序を設定する . 120 


ガイドナンバー . 94 

合焦マーク . 31 

強制発光モード . 32,90 

高速優先プ□グラムライン . 117 

光量比制御シンク □. 105 

コンテイニアスモード （AF.C). 77 

撮霞可能フイルム本数 . 43,130 

撮影データ印字 . 39.126 

云脚ネジ巧 . 8 

自動発光モード . 90 

自動巻を戻し . 36 

視度調整レバー .9.19 

絞り 

絞り値表示 . 31 

絞りの効果 . 88 

絞り優先自動露出 . 64 

シャッター速度 

シャッター速度表示 . 31 

シャッター速度の効果 . 87 

シャッターボタン . 8,31 

シャッター幕 . 21 

シャッター優先自動露出 . 62 

シングルモード （AF.S). 28.76 

シンク□ソケット 2P. 9 

深度擾巧プ□グラムライン . 117 

ストラップ . 14 

ストラップ王角環 . 8,14 

スト□ボ 

内蔵スト□ボ . 32.90 

外付けスト□ボ . 97,131 

撮影可能距離 . 93 

スト□ボボタン . 日,32,90 

スト□ボマーク . 31 

スナップインフォーカス撮影 . 79 

スポット測光 . 73 

セルフタイマー撮影 . 51,125 

セルフタイマーランプ . 8 

側面ボタン . 8 

測距点 .28.81.122 

測距点切り替えレバー .8.28,81 

測距点表示 . 31 

測光ち式 . 71 

測光方式レバー .9.2： 7,71 

外付けスト□ボ . 97,131 



















































































多重露出撮影 . 已1 

中央重点測光 . 72 

ほ速シンク□撮影 . 107 

電源スイッチ . 目,22,24 

電子音 . 25,116 

電子ダイヤルディスプレー . 9,吕已 

電池 

セットする . 1已 

交換する0」チウム電池 CR2). 4己 

電池の消耗について . 43 

交換する （IJ チウム電池 CR 202己）... . 44 

電池消耗警告マーク . 4吕 

電池ぶた . 8，1己 

途中巻き戻し . 3：7.124 

途中巻き戻しボタン . 8 

ドライブ レバー . 9 


な行 


巧蔵スト□ボ 

使巧する . 32夕〇 

撮影可能距離 . 93 


は行 


バーグ ラフ . 66.69 

A イスピードシンク□モード . 白白 

从イスピードシンク□モード(ワイヤレス} ..... 101 

発光方式 . 33.90 

バッテ U - グ U ップ BG -10. 130 

バルブ撮影 . ...白7 

パワーズームレンズ... ...30 

半巧し(シャッターボタン） . 31,126 

被写巧な度 . 召6 

曰付/時刻 

写し込みデータ形式 . 18 

曰付/時刻の修正 . 4曰 

ファインダー . 133 

ファインダーキャップ . 已3 

ファインダー内表示 . 31 

ファンクシヨン No . (還択項目） . 114 

フイルター . 133 

フイルム 

セットする . 20 

自動巻き戻し . 36 

途中巻き戻し . 3ス124 

フイルム感度設定 . 38.121 


フイルム先端マーク . 21 

フイルムマーク . 36 

フォーカスモードレバー . 8,吕8,7已 

フォーカス□ック撮露 . 83 

プレビユー . 86 

プ□グラム自動露出 . 吕7,60 

プ□グラムライン . 117 

分割測光 . 27,71 

ペンタックスフアンクシヨン . 112,114 

防傷 カバー . 吕吕 

ホールドレパー . 8,已白 

ホットシユー . 9,98 


ま行 


マウント指標 . 8 

マウント指標ランプ . 16,127 

マット面 . 80 

マニュアルズームレンズ . 30 

MF (マニュアルフォーカス） . 79 

マニュアル露出 . 巨已 

S ラーアップ機能 . 己4，1吕已 

U モつン . 1吕召，130 

レ U — ズタイマースイッチ . 131 

レンズ 

取り付ける . 16 

内蔵ストロボとの適合性 . 日已 

各種レンズについて . 129 

レンズ取り外しボタン . 8，17 

連続撮影 . 已曰 

露出補正 . 巨8 

露出補正ダイヤル . 日，68 

露出モード . 吕已 

露出モードの切り替え . 己扫 

プ□グラム自動震出 . 25,27,60 

シャッター優先自動露出 . 25,62 

絞り優先自動露出 . 25,64 

マニュアル露出 . 2已 .6 已 

□ック解除ボタン . 9 

ワイヤレススト□ボ制御 . 103 

ワイヤレスモード . 102.123 

ワイヤレスモード(パイスピードシンク □)..... 101 

ワンタッチケーブルスイッチ . 131 

ワンタッチレリーズソケット . 8 















































































お客様,客□のご案内 

ペンタックス 

お客様ホ目談センター階 社製品に関ずるぉ問し、合わせ） 

干 174-8 日3日東京都板橋区前野町 2-3 白-日 

営業時間午前日: 00 〜午後 6:00 (±•曰’祝日および弊社休業日を除く） 

‘ 0己 70-00] 313 

^市内通話料金でご使用いただけます。 

携帯 ’ PHS の方は下記番号をご利用ください。 

任 03(39 巨 0)3200( 巧） e 03(39 色 0)0887 デジタ J レカメラ専用 


ールーム •写真展•修理受付 


ペンタックスフオーラム 巧 03(3348) 呂日41( 衍 

干 163-040] 東京都新宿区西新宿 2-1-1 新宿兰井ビル 1 階(お書箱240号） 
営業時間午前10:30〜午後日:30 (年末年始および兰井ビル点検日を除を年中無休) 


修理受付 


ペンタックスホ L 幌営業所お客様窓 □ a 011 (612) 323 Kit) 

干060-001日札幌市中巧区化 1 日条西 18-3 白ペンタックス札幌ビル吕階 
営業時間午前日： 00 〜午樓己： 00 (± •日’祝日および弊社休業日を除く） 

ペンタックス仙台営業所お客様窓 □ fi 022(371 )6663( 巧) 

〒目81 -3 133仙台市泉区泉中央1 - 7- 1千巧田を命泉中央駅ビル已階 
営業時間午前日: 0 □〜午樓己： 00 (± •日’祝日および弊社休業日を除く） 

ペンタックスを古屋営業所お客様窓 □ a 〇已 2 (962) 已 331 (巧) 

〒斗巨 1-0001 名古屋市東区泉 1-1 日-8ペンタックスビル3階 
営業時間午前日: 0 □〜午樓己： 00 (±•日’祝日および弊社休業日を除く） 

ペンタックス広島営業所お客様窓 □ a 082(234) 已 6S1( 巧) 

干730 -0 扫巳1広島市中区僵町 2-1 日層町ビュ 0—3 階 

営業時間午前日: 0 □〜午樓已：〇〇 (±•日’祝日および弊社休業日を除く） 

ペンタックス福岡営業所お客様窓 □ a 092(281 )6868 (佩 

干810 -0802 福岡市博多区中洲中島町 3-8 パールビル2階 
営業時間午前日： 00 〜午樓己： 00 (±•日’祝日および弊社休業日を除く） 






お客樣窓口のご案巧 


直送修理受付•修理に関ずるお問い合わせ 


ペンタックスサービス麻)東日本修理センター a 03 (397 已 )4341 (巧) 

干17己-0082東京都板橋区高島平日-巨-己旭光学工業 ㈱ 流通センター内 
営業時間午前日:00〜午被己:00 (±•日•祝日および興社休業日を除く） 

ペンタックスサービス ㈱ 西日本修理センター a 0白(白27 1)799 白が) 

〒已 42-0081 大販市中巧区南船攝 1-1 7-日バールビル2階 
営業時間午前9:00〜午後己:00 (±•日•祝日および弊社休業日を除く） 


ホームぺージアドレス http :// www . pentax . co . jp / 






アフターサービスについて 


1. 本製品び万一故障した場创ホ、ご購入曰か5お1年間無料修理致しますので、お買い上げ 
店か当社のお客様相談センターまたは、お客様窓□にお申し出ください。修理をお急ぎの 
場合は、直接お持ちください。修理品ご送付の場合は、化粧箱などを利用して、輸送中の衝 
撃に耐えるよラしっかりと捆包してお送りください。不良見本のフィルムやプ U ント、ま 
た故障内容の正確なメモを添付していただけると原因分析に役立ちます。 

吕.な証期間中[ご購入後1年間]は、保証書[販売店および購入年月日び記入されているもの] 
をご提示 <ださい。保証書びないと保証期間中でを修理び有料にな0ます。なお、販売店、 
当社のお客様ネ目談センターまたは、お客様窓口へお届けいただく諸費用はお客様にご負担 
願います。また、販売店と当社間の運賃諸掛りにつきましても、輸送ちまによっては一部ご 
負担いただく場合びあります。 

3. 次の場合は、保証期間中でを無料修理の対象にはなりません。 

• 使用上の誤り（使用説明書記載 L ソ外の誤操作等)により生じた故障。 

• 当社の指定ずる修理取撮い所技外で行われた修理•改造•分解による故障。 

• 火災•天が•地変等による故障。 

• 保管上の不備(高温多湿の攝所、防虫剤の入った場所での保管等)や手入れの不備(泥- 
砂-ホコ U •水かぶり•シヨック等）による故障。 

• 保証書の添付のない場合。 

• 販売店をや購入年月日等の記載びない場合ならびに記載事項を訂正された場合。 

4. な罰期間政降の修理は有料修理とさせていただきます。なお、その隙の運賃諸掛りにつき 
ましてちお客様のご負担とさせていたださます。 

日.本製品の補修用性能部品は、製造打ち切り後7年間を目安に保有しております。したびっ 
て本期間中は原則として修理をお受け致します。なお、期間政後であってち修理可能の場 
合わありますので、当社サービス窓□にお問い合わせください。 

6. おが旅行をなさる場合国隙な証書をお持ちください。国隙な証書は、当社のお客様相談セ 
ンターまたは、お客様窓□でお持ちのな証書と交換に発行しております。[な証期間中のみ 
有効]国隙保証書の書面に記載されている海外のサービス窓□にて修理を承ります。 





旭光学工業株式を社 

干1 74-8639 ま京都巧橋区前野町 2-36-9 


ペンタックス販売株式を社 

干100 -0014 ま京都千代田区永田巧1 -1 1 -1 


ペンタックスファミリ ーのご 案内 

ペンタックスファ SU —はペンタックス愛用者の写真クラブです。年4回の会報と写真年鑑の 
配布、イベントへの参加や修理料金の会員割引など様々な特典びありまず。 

お申し込み、お問い含ねせは下記のペンタックスファミリー事務局まで。 

干] 00-0014東京都千代田区永田町]-1]-1云宅坂ビル3階 TE し 03-3 已 80-0336 


* 仕様および外観の一部をす告なく変更することびあります。 
* この使用説明書には再生紙を使用しています。 


己6已巨4 


03-200203 




